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山陰自動車道〕亀取益田線は、「国土開発幹線自動車法」に基づいて、均衡ある国

土の開発に寄与する高速道の一環として計画が進められ、このうち宍道～出雲間

につきましては、平成14年 3月 から鋭意建設を進めております。これに先立ち、

路線敷地内にある遺跡について島根県教育委員会と協議し、記録保存のための発

掘調査を進めてまいりました。本書は松江工事事務所担当区域である出雲市にお

ける浅柄Ⅱ遺跡などの貴重な遺跡の発掘調査の記録であります。

この記録調査がはるかな過去に生きた先祖の生活や文化様式を、時代を超えて

現代に蘇らせ、また、現代に生きる私どもの未来の道しるべとなるとともに、今

後の調査研究の資料として活用されることを期待するものであります。

なお、この発掘調査および本書の編集は島根県教育委員会に委託して実施した

ものであり、ここに関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表するものであり

ます。

平成 17年 3月

日本道路公団中国支社 松江工事事務所

所 長 竹 下 幸 次
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山陰自動車道,鳥取益田線は、「国土開発幹線自動車法」に基づいて、均衡ある国

土の開発に寄与する高速道の一環として計画が進められ、このうち宍道～出雲間

につきましては、平成14年 3月 から鋭意建設を進めております。これに先立ち、

路線敷地内にある遺跡について島根県教育委員会と協議し、記録保存のための発

掘調査を進めてまいりました。本書は松江工事事務所担当区域である出雲市にお

ける浅柄Ⅱ遺跡などの貴重な遺跡の発掘調査の記録であります。

この記録調査がはるかな過去に生きた先祖の生活や文化様式を、時代を超えて

現代に蘇らせ、また、現代に生きる私どもの未来の道じるべとなるとともに、今

後の調査研究の資料として活用されることを期待するものであります。

なお、この発掘調査および本書の編集は島根県教育委員会に委託して実施した

ものであり、ここに関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表するものであり

ます。

平 成 17年 3月

日本道路公団中国支社 松江工事事務所

所 長 竹 下 幸 次



島根県教育委員会では、日本道路公団中国支社の委託を受けて、平成12年度か

ら山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲)建設予定地内に存在する埋蔵文化財の

発掘調査を実施 してきましたが、この度この区間で二冊目の報告書を刊行する運

びとなりました。

本報告書は平成14年度から15年度にかけて調査を行った出雲市船上津地区の畑

の前遺跡、菅原 I遺跡、クボ山遺跡、菅原Ⅱ遺跡、菅原Ⅲ遺跡と出雲市神門地区

の廻田V遺跡、保知石遺跡、浅柄Ⅱ遺跡、柳ノ内 I遺跡について調査成果をまと

めたものです。なかでも浅柄Ⅱ遺跡から検出された古墳は出雲平野で最も古い前

期古墳で、当地方の古墳文化の導入および普及を知る上に重要なものとなりまし

た。

本報告書が地域の歴史を解明する手がかりとなり、郷土の歴史と埋蔵文化財に

対する理解と関心が高まる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり御協力いただきました地元の

方々、日本道路公団中国支社、出雲市文化企画部、その他関係機関、関係者の皆

様に厚くお礼申し上げます。

平 成 17年 3月

島根県教育委員会

教育長  広  沢 嗣卓
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1.本書は日本道路公団中国支社の委託を受けて、島根県教育委員会が平成 14。 15年度に実施 した

山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.本書で扱う遺跡は次のとおりである。

島根県出雲市船津町1994-2他

「 ]            1987粗 色

「 ]            19604色

同     1369-1他

「]            19404色

同  芦渡町字廻田2376-4他

同  芦渡町字宮下1638-3

同  知井宮町字坂之下谷2394他

同  知井宮町字柳ノ内2461他

3.調査組織は次のとおりである。

調査主体   島根県教育委員会

(平成14年 )現地調査

〔事務局〕宍道正年 (埋蔵文化財調査センター所長)卜 部吉博 (同副所長)内田 融 (同総務

課長)坂本淑子 (同総務係長)

〔調査員〕チ|1原 和人 (同調査第 2課長)久保田一郎 (同文化財保護主事)勝部喜代志 (同教

諭兼文化財保護主事)横木尚文 (同教諭兼文化財保護主事)勝部悠美 (同調査補

助員)松崎恵美子 (同調査補助員)

(平成15年度)現地調査

〔事務局〕宍道正午 (埋蔵文化財調査センター所長)卜 部吉博(同副所長)永島静司 (同総務課長)

〔調査員〕ナ|1原和人 (同調査第 2課長)横木尚文 (同教諭兼文化財保護主事)松崎恵美子

(同調査補助員)

(平成16年度)報告書作成

〔事務局〕 山根正巳 (埋蔵文化財調査センター所長)卜 部吉博 (同副所長)永島静司 (同総

務グループ課長)

〔調査員〕ナ|1原和人 (同調査第 1グループ課長)久保田一郎 (同文化財保護主事)松崎恵美

子 (同調査補助員)

4.発掘作業 (発掘作業員雇用・重機借り上げ 。発掘用具調達等)については、島根県教育委員会

から社団法人中国建設弘済会へ委託して実施した。

社団法人中国建設弘済会

平成14年度  (現場担当)  矢野秀雄 (技術員)保科 昭 (技術員)

(事務担当)  中尾由美 (事務員)

口

畑ノ前遺跡

菅原 I遺跡

クボ山遺跡

菅原 Ⅲ遺跡

菅原Ⅲ遺跡

廻田V遺跡

保知石遺跡

浅柄 Ⅲ遺跡

柳ノ内 I遺跡



平成15年度  (現場担当)  矢野秀雄 (技術員)

(事務担当)  板倉律子 (事務員)

5。 現地調査及び資料整理に際しては、文化財課・埋蔵文化財調査センター各職員及び下記に記す

方々から有益な御指導・御助言・御協力をいただいた。

田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)蓮岡法障 (島根県文化財保護審議会委員)渡邊貞幸

(島根大学教授)河上 稔 (出雲市企画文化部文化財室長)倉瀧一誠 (出雲市建設事業部)穴澤

義功 (た たら研究会会員)大澤正巳・鈴木瑞穂 (九州テクノリサーチ)曽田一富 (元上津公民館

長)金山元治朗・内部仙市・妹尾武治 。金山重信・金山 勇 。金山雄治・奥井 晃 (神門コミュ

ニセンター所長)勝部俊治・漆谷 勉・寺田昌弘

6.ク ボ山遺跡等から出土した鉄関連遺物については、穴澤義功氏の指導を得て「鉄関連遺物観察

表」及び「同詳細観察表」を作成した。

7.鉄関連遺物の冶金学的分析を株式会社九州テクノリサーチに依頼した。

8.挿図中北は測量法による第 3座標系X軸方向を指す。平面直角座標系XY座標は日本測量地系

による。レベル高は海抜高を示す。

9。 第 1・ 3・ 4・ 69・ 91図は国土交通省国土地理院発行のものを使用した。

10.本書に掲載した写真のうち空撮は株式会社ジェクトが撮影し、浅柄Ⅱ遺跡出土鉄剣のレントゲ

ン写真は財団法人元興寺文化財研究所が撮影した。その他の遺構・遺物写真は調査員の他、仁木

聡、林 健亮、東山信治、是田 敦、廣江耕史 (埋蔵文化財調査センター職員)が撮影した。

■,本書に掲載した実測図は調査員の他、林、東山、是田が作成し、調査員が浄書した。

12.本書の執筆は川原、久保田、横木、穴澤、大澤、鈴木が分担して行い、その文責を目次に記し

た。編集は川原が行った。

13.本書掲載の遺跡出土遺物及び実測図、写真などの資料は島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

(松江市打出町33番地)で保管している。
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菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原 I遺跡 3区

菅原 I遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

菅原Ⅱ遺跡 3区

出土遺物

出土遺物

全景 (調査前)

建物 1遺物出土状況

建物 1(改修前・西から)

建物 1(改修後・西から)

建物 2(東から)

加工段 1(東から)

加工段 2西端

加工段 3

加工段 4

加工段 5

土坑 1遺物出土状況

土坑 1

土坑 4

石積み

石列

調査区下半のピット群

加工段 6

加工段 7

調査区西半 (古墳時代の遺構面)

全景

建物 1出土遺物 1

建物 1出土遺物 2

建物 1出土遺物 3

土坑 1出土遺物

建物 2出土遺物 1

建物 2出土遺物 2

加工段 1出土遺物

加工段 2出土遺物

土坑 2出土遺物

加工段 4出土遺物

土坑 3出土遺物

加工段 5出土遺物

クボ山遺跡 全景 (調査前・東から)

クボ山遺跡 濤状遺構下方の「窪みJ

クボ山遺跡 溝状遺構 (北から)

クボ山遺跡 全景 (北 から)

クボ山遺跡 出土遺物 1

クボ山遺跡 出土遺物 2

クボ山遺跡 出土遺物 3

クボ山遺跡 出土遺物 4

クボ山遺跡 出土遺物 5

クボ山遺跡 出土鉄関連遺物 1

クボ山遺跡 出土鉄関連遺物 2

クボ山遺跡 出土鉄関連遺物 3

クボ山遺跡 出土鉄関連遺物 4

菅原Ⅱ遺跡 1・ 2区 全景

菅原Ⅱ遺跡 1区 北側遺構群

菅原Ⅱ遺跡 1区 上坑1(西から)

図版21 菅原Ⅱ遺跡 1区 土坑11こ伴う遺物出土状況

菅原Ⅱ遺跡 1区 加工段 1

図版22 菅原 I遺跡 2区 遺物出土状況 (西 から)



図版37 菅原Ⅱ追跡 3区 遺構外出土遺物

図版38 菅原Ⅲ遺跡 全景 (調査前)

菅原Ⅲ遺跡 建物 1

図版39 菅原Ⅲ遺跡 建物 2

菅原皿遺跡 土坑26(前 )・ 溝状遺講・土坑 2

図版40 菅原Ⅲ遺跡 土坑26・ 27

菅原Ⅲ遺跡 土坑26中 心部

図版41 菅原Ⅲ遺跡 土坑 2

菅原Ⅲ遺跡 建物 3

図版42 菅原Ⅲ遺跡 土坑 1遺物出土状況

菅原Ⅲ遺跡 土坑 1

菅原Ⅲ遺跡 土坑27

図版43 菅原Ⅲ遺跡 土坑27

菅原Ⅲ遺跡 土坑27

菅原皿遺跡 土坑 4

図版44 菅原皿遺跡 土坑 3

菅原Ⅲ遺跡 土坑 5

菅原Ⅲ遺跡 土坑 6遺物出土状況

菅原Ⅲ遺跡 土坑 6

図版45 菅原Ⅲ遺跡 土坑 7

菅原皿遺跡 土坑10

菅原Ⅲ遺跡 土坑■

菅原皿遺跡 土坑12

図版46 菅原Ⅲ遺跡 土坑 8

菅原Ⅲ遺跡 土坑 9

菅原Ⅲ遺跡 土坑19

図版47 菅原Ⅲ遺跡 土坑13

菅原Ⅲ遺跡 土坑14

菅原Ⅲ遺跡 土坑15

図版48 菅原皿遺跡 土坑16

菅原Ⅲ遺跡 上坑17

菅原皿遺跡 土坑18

菅原Ⅲ遺跡 土坑20

図版49 菅原Ⅲ遺跡 土坑22

菅原Ⅲ遺跡 土坑24

菅原Ⅲ遺跡 土坑25

菅原Ⅲ遺跡 Pit81

図版50 菅原Ⅲ遺跡 土坑21

菅原Ⅲ遺跡 土坑23

図版51 菅原Ⅲ遺跡 調査区西半の遺構

菅原皿遺跡 全景

図版52 菅原Ⅲ遺跡 土坑 6出土縄文土器片

菅原Ⅲ遺跡 土坑21出土石鏃

菅原Ⅲ遺跡 土坑23出土石鏃

菅原Ⅲ遺跡 遺構外出土鉄器

菅原Ⅲ遺跡 土坑26及び周辺出土土器 1

図版53 菅原皿遺跡 土坑26及び周辺出土土器 2

菅原皿遺跡 土坑 1出土土器

図版54 廻田V遺跡 全景 (調査前・北から)

廻田V遺跡 全景 (西 から)

図版55 廻田V遺跡 遺物出土状況 1

廻田V遺跡 東西畦断面

図版56 廻田V遺跡 遺物出土状況 2

廻田V遺跡 出土遺物

図版57 保知石遺跡 全景 (北から)

保知石遺跡 全景 (西 から)

図版58 保知石遺跡 1区 東側全景

保知石遺跡 1区 土器出土状況 (粘質土)

図版59 保知石遺跡 1区 土器出土状況 (砂層)

保知石遺跡 2区 全景 (西 から)

図版60 保知石遺跡 出土遺物 1

図版61 保知石遺跡 出土遺物 2

図版62 保知石遺跡 出土遺物 3

図版63 保知石遺跡 出土遺物 4

図版64 保知石遺跡 出土遺物 5

図版65 保知石遺跡 出土遺物 6

図版66 保知石遺跡 出土遺物 7

(奥 )

図版67 保知石遺跡

図版68 保知石遺跡

図版69 保知石遺跡

図版70 保知石遺跡

図版71 保知石遺跡

図版72 保知石遺跡

図版73 保知石遺跡

図版74 保知石遺跡

図版75 保知石遺跡

図版76 保知石遺跡

図版77 保知石遺跡

図版78 保知石遺跡

図版79 保知石遺跡

図版80 保知石遺跡

図版81 保知石遺跡

図版82 保知石遺跡

図版83 保知石遺跡

図版84 保知石遺跡

図版85 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版86 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版87 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄 I遺跡

図版88 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版89 浅柄 I遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版90 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版91 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版92 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版93 浅柄 I遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版94 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版95 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版96 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版97 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版98 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄 I遺跡

図版99 浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版100浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版101浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版102浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版103浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版104浅柄Ⅱ遺跡

浅柄Ⅱ遺跡

図版105柳ノ内 I遺跡

柳ノ内 I遺跡

図版106 柳ノ内 I遺跡

柳ノ内 I遺跡

図版107柳ノ内 I遺跡

図版108柳ノ内 I遺跡

出土遺物 8

出土遺物 9

出土遺物10

出土遺物■

出土遺物12

出土遺物13

出土遺物14

出土遺物15

出土遺物16

出土遺物17

出土遺物18

出土遺物19

出土遺物20

出土遺物21

出土石器 1

出土石器 2

出土木器 1

出土木器 2

全景 (調査前・西から)

全景 (上空から)

埋葬施設 1(西から)

埋葬施設 2(西から)

埋葬施設 3(西から)

埋葬施設 4(西から)

第 1主体部埋め土

第 2主体部埋め土

第 1主体部断面

第 1主体部東小口

第 1主体部西小口

鉄剣出土状況 1

鉄剣出土状況 2

出土鉄剣

第 1主体部礫床断面

第 1主体部完掘状況

第 2主体部内部断面

第 2主体部東小口礫出土状況

第 2主体部西小口礫出土状況

第 2主体部南壁断面

第 2主体部北壁断面

第 2主体部丹土貼り付け範囲

第 2主体部礫床断面

第 2主体部完掘状況

排水濤 (南 から)

排水溝 (西 から)

排水濤
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(南から・第 1主体部から第 2主体部の間)

排水溝完掘 (西斜面から)
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第 1主体部床面撃痕中央

土羨 1

土坑 1

土坑 2遺物出土状況 (上 から)

土坑 2遺物出土状況 (南 から)

土坑 2

土坑 2出土遺移

土坑 3

土坑 3出土石製品

全景 (調査前)

全景 (南東から)

全景 (北東から)

調査区断面

出土遺物 1
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1.調査に至る経緯

山陰自動車道〕亀取益田線は、中国横断自動車道尾道松江線・山陽自動車道。中国縦貫自動車道・西

瀬戸自動車道 (通称 しまなみ海道)と接続 し、日本海側地域と瀬戸内海地域の広域的な高速交通ネ

ットワークを形成することにより沿線地域の産業・経済・文化の発展 と活性化を図ることを目的に、

昭和62年に予定路線が決定 した。宍道～出雲間18。 lkmに ついては平成 3年 12月 に基本計画が、そし

て平成 8年 12月 には整備計画も決定した。

この計画にともなう予定地内埋蔵文化財調査 (ト ンネル予定地を除く人束那宍道町・簸川郡斐川

町・出雲市地内にかかわるもの)については、平成 9年 2月 7日 付で県土木部より県荻育委員会に

分布調査の依頼があった。これを受け、同年 3月 後半から分布調査を開始 し、 6月 に調査結果を回

答 した。しかしこの調査は樹木の繁茂 した中でのものであり、路線決定 (用地杭設置)後及び立木

伐採後の各段階での再踏査が必要であると確認 された。なお、斐川町では県高速道路事務所の依頼

を受け、この年 8月 から9月 にかけて祇園原遺跡の トレンチ調査を行い、結果を 9月 末に回答 して

いる。12月 には日本道路公団に対 して施行命令があり、翌平成10年 1月 には工事実施計画も認可 さ

れた。再踏査は条件の整った平成11年 2月 に行われた。

平成12年 4月 1日 、「平成12年度埋蔵文化財発掘調査 (松江 )」 の契約締結により、山陰自動車道

建設予定地内の調査が本格的に開始することとなる。 5月 には、社団法人中国建設弘済会に作業員

確保 。発掘現場における物件確保・測量掘削工事等の調査補助業務を委託するための契約が結ばれ

た。

平成12年度は 6月 から 1パ ーティで斐川町の 3遺跡を調査 した。大井 Ⅱ遺跡・大井 I遺跡・畑谷

I遺跡を対象としたこの年の調査は 9月 6日 に終了、道路公団には10月 2日 付で結果を通知 した。

これに並行 して 8月 には次年度の調査を見据え、ルー ト上の同町学頭～神庭に所在する遺跡の調

査範囲も決定された。

平成13年度は 4パーティでの調査体制となった。 4月 25日 に開始 した西 I遺跡の調査を皮切 りに、

23遺跡を調査対象とした。斐チ|1町内では学頭地区 3遺跡、神庭地区 5遺跡、三絡地区 5遺跡、直江

地区 4遺跡、さらに出雲市内では上津地区 6遺跡を調査 し、12月 に調査は終了した。この年の調査

遺跡のうち、西 I遺跡・祇園原 I遺跡 。石橋 I遺跡・高瀬城北遺跡については平成14年度に報告書

を刊行 した。

平成14年度は 2パーティの体制となる。調査は出雲市内のみとなり、上津地区 6遺跡、神門地区

12遺跡を対象とした。調査は 4月 18日 に開始し、雪年 1月 に終了した。平成15年度は 1パーティ体

制で上津地区 1遺跡、神門地区 3遺跡を 4月 7日 から輩年 2月 13日 までの期間で調査 した。

今回報告するのは、平成14年度から15年度にかけて調査 した上津地区の 5遺跡 (畑 ノ前遺跡・菅

原 I遺跡・クボ山遺跡・菅原 Ⅱ遺跡・菅原皿遺跡)と 、神門地区の 4遺跡 (廻田V遺跡・保知石遺

跡・浅柄 Ⅱ遺跡・柳ノ内 I遺跡)であり、いずれも出雲市内に所在する。
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第 1図 山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)ルート上の遺跡 (S=1/75,000)

第 1表 山陰自動車道鳥取益田線 (宍道～出雲間)ルート上の遺跡一覧表

番号 遺跡名 調査年度 主な内容 所在地

1 畑ノ前遺跡 平成14年度 建物跡、落とし穴 出雲市船津町

2 菅原 I遺跡 平成14年度 建物跡、散布地 出雲市船津町

つ
υ クボ山遺跡 平成14年度 鋳造関連遺跡 (散布地 ) 出雲市船津町

4 菅原 Ⅱ遺跡
平成14年度

平成15年度
古墳時代中期建物跡 出雲市船津町

菅原皿遺跡 平成14年度 建物跡、落とし京 出雲市船津町

6 廻田V遺跡 平成14年度 祭TE遺跡 出雲市芦渡町

7 保知石遺跡 平成15年度 遺物散布地 出雲市芦渡町

8 浅柄 Ⅱ遺跡 平成15年度 前期古墳 出雲市知井宮町

9 柳ノ内 I遺跡 平成15年度 散布地 出雲市知井宮町



2.遺跡の位置と歴史的環境

畑ノ前遺跡・菅原 I遺跡・クボ山遺跡・菅原 I遺跡・菅原Ⅲ遺跡

廻田V遺跡・保知石遺跡・浅柄 Ⅱ遺跡・柳ノ内 I遺跡

出雲平野は、斐伊川と神戸川の二つの河川により形成されてきた沖積平野である。古代の出雲平

野を概観すると、北に島根半島、南に中国山地と南北を山に挟まれ、東には古宍道湖、西には神門

水海が位置する。二河川の沖積作用は約 6～ 5千年前頃の縄文時代から始まり、晩期の海退の影響

もあわせ、後期から徐々にこの辺りを平野化させていく。神戸川は急峻な丘陵地帯を貫流しながら

平野南西部に達し、そこを潤しながら神門水海を経由し日本海へ注ぐ。斐伊川は流路が不安定な氾

濫源でもあったが、流路沿いには縄文時代からいくつもの集落が栄えていたと思われる微高地があ

る。この川はもともと平野に出ると西流し神門水海から日本海へ流れ出ていたが、寛永16(1639)

年の大洪水以来流れを東に変え宍道湖に向かうこととなった。さらに近世以降はたたら製鉄隆盛に

伴うかんな流しの影響もあり、東部はますます平野化していき、現在に至っている。

本書で微う遺跡はいずれもこの出雲平野南側の丘陵上および丘陵裾にあり、畑ノ前遺跡・菅原 I

遺跡・クボ山遺跡・菅原Ⅱ遺跡・菅原Ⅲ遺跡は斐伊川左岸に、廻田V遺跡・保知石遺跡・浅柄Ⅲ遺

跡・柳ノ内 I遺跡 。は平野西部、神戸川左岸に位置している。

旧石器時代

出雲平野における旧石器時代の遺跡は現在まで発見されていない。

縄文時代

出雲平野で最も古い遺跡としては、早期末、大社弥山南麓にあった菱根遺跡が知られる。また、

近くの浜山砂丘裾には上長浜貝塚があり、多くの遺物が見つかっている。

第 2図 上津地区・神門地区の位置図
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上ヶ谷遺跡では海進により生活領域は変わっていくものの、前期末から中期にかけての遺物が見

つかっている。また、三田谷皿遺跡においても中期の土器が見つかった。ともに平野端部つまり丘

陵裾の遺跡である。

海退が進む後期以降は平野南部の丘陵裾でも安定した生活が営めるようになり、さらに平野中心

部にも生活の跡が見られるようになる。平野端部では、平成 9年に埋没 していた丸木舟が出上 した

三田谷 I遺跡、三田谷Ⅲ遺跡、御領田遺跡、後谷遺跡、原山遺跡、大社境内遺跡などが知 られる。

平野中央部の追跡としては矢野遺跡や姫原西遺跡が知られ、自然堤防が早 くから発達 したこの地で

は、古墳時代初頭まで集落が形成 されていた。他にこの時期の遺跡として二部竹崎遺跡や奥ノ谷遺

跡、姉谷恵比寿遺跡などをあげることができる。

弥生時代

前期の遺跡としては、縄文時代から続 く矢野遺跡、後谷遺跡、三田谷 I遺跡などが知られる。原

山遺跡では磨製石剣や配石遺構が見つかった。蔵小路西遺跡では突帯文系の上器が出上 している。

中期前葉になると、蔵小路西遺跡、三田谷 I遺跡、矢野遺跡、本報告書所収遺跡にも近い平野西

部の浅柄遺跡などを残 し、縄文時代から長 く続いた遺跡もいったん姿を消 してしまう。そして中期

中葉以降あらためて、神戸川沿いの微高地を中心に集落が分布するようになる。出雲平野に遺跡が

急増するのはこの時期である。古志本郷遺跡、下古志遺跡、田畑遺跡、天神遺跡は多重環濠をもつ

集落遺跡として知 られる。他にも四絡遺跡群、姫原西遺跡、白枝荒神遺跡、知井宮多聞院遺跡、海

上遺跡など多くが知 られる。また平野南の丘陵には荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡がある。平野北東部

の青木遺跡 では中期後棄の最古型式の四隅突出型墳丘墓が話題となった。また方形貼石墓や土羨墓

も検出され、副葬品として銅鐸片が見つかっている。さらに出雲平野中東部の中野美保遺跡でも四

隅突出型墳丘墓 (山陰地方沖積地では初めての検出)や方形貼石墓 (中期中葉、出雲平野では初の

検出)が見つかっている。この遺跡では遺物や遺構などから中期以降中世まで生活が営まれていた

痕跡が伺われる。

後期になると集落は平野全体に広がることとなる。小山遺跡や中野美保遺跡、山持遺跡などが知

られ、また姫原西遺跡では木橋が、下古志遺跡では布掘 り建物跡が検出された。四隅突出型墳丘墓

で知 られる西谷墳墓群は、後期後葉、平野南の丘陵に築かれた遺跡である。また前述の青木遺跡で

も、後期後葉の四隅突出型墳丘墓が 3基検出されている。

古墳時代

前期の遺跡としては矢野遺跡の西にある井原遺跡、斐伊川左岸の中野西遺跡、中野美保遺跡、中

野清水遺跡等が知 られる。また平野の南北にそれぞれ山地古墳 と大寺古墳 (出雲平野最古の古墳 )

が築かれたのも前期末である。

斐伊川鉄橋遺跡、石土手遺跡、三田谷 I遺跡からは中期から後期にかけての遺物が出上している。

古墳としては池田古墳、西谷15。 16号墓、北光寺古墳が知 られる。

後期になると大念寺古墳や妙蓮寺山古墳、上塩冶築山古墳など、武具や馬具を出土 した大型古墳

を含み、古墳や横京墓が急増する。神戸川流域を支配 した首長墓が丘陵上に現れる時期である。こ

のほか神戸川左岸の古墳として宝塚古墳、放れ山古墳が知られる。

出雲平野に玄室の形態が妻入り家形を特徴とする横穴墓が出てくるのはこの時代終末期である。

地蔵堂横穴墓群、神門横穴墓群などが知られ、神戸川右岸の上塩冶横穴墓群からは金糸が見つかっ
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ている。

奈良・平安時代

出雲平野は、古代の行政区画では神門那 と出雲郡の一部となる。官衛関連の遺跡としては、木

簡・緑釉陶器 。墨書土器が出上した二田谷 I遺跡、緑釉陶器・墨書土器が出土した天神遺跡、礎石

建物跡を検出した後谷遺跡などが知られる。古志本郷遺跡では企画的に配置された大規模な掘立柱

建物跡や区画溝、柵列が見つかり、また墨書土器や刻書土器、円面硯や腰帯金具も出上 しており、

神門郡家の政庁の一部と推定されている。青木遺跡では地盤に版築を施 した跡の見られる礎石建物

跡や、 9本柱の掘立柱建物跡が検出された。また石敷きの井戸跡や果実を充填 した甕埋納遺構も見

つかり、木彫神像や絵馬、大量の墨書土器や売田券木簡などの出土遺物と併せ、官衡でもあり宗教

的な役割ももった施設があったことが考察される。

古代寺院関連の遺跡では神門寺境内廃寺、長者原廃寺が知られ、前者は神門郡新造院比定地とさ

れている。

集落遺跡では古墳時代末から奈良時代にかけての水田跡が見つかった藤ケ森南遺跡、平安時代の

水田跡が見つかった高岡遺跡、墨書土器やヘラ書き土器の見つかった小山遺跡、漁業関連道具が多

量に出上 した上長浜貝塚などがある。

神戸川流域最大規模の古墳群として知 られる刈山古墳群の28号墳である小坂古墳では、石室内に

蕨手刀とともに、銅製納骨器を納めたと思われる石櫃が置かれていた。このことは奈良時代に入っ

ても火葬骨を納める追葬が行われたことを示 している。このほかの古墓として、石製骨蔵器が使わ

れた菅沢古墓や朝山古墓、須恵器の骨蔵器が使われた西谷墓、一辺75セ ンチの立方体の石櫃が使わ

れた光明寺 3号墓などが知られる。

鎌倉時代以降

この時代になると、東国で台頭した武士政権の影響もあり、城館遺跡や屋敷跡が多く見られるよ

うになる。主な山城として半分城跡、大井谷城跡、向山城跡、高瀬城跡、神西城跡、鳶 ヶ巣城跡な

どが平野を見下ろす丘陵上に築城されている。下古志南部の丘陵にも古志氏の居城である浄土寺山

城跡や栗栖城跡が築かれた。屋敷跡としては、総柱の掘立柱建物跡が確認され、またミニチュア五

輪塔が出土 した渡橋沖遺跡を始め、溝で区画された屋敷跡が確認された矢野遺跡、堀や掘立柱建物

跡に伴う12～ 15世紀の遺物が確認された蔵小路西遺跡、備前焼が多量に出土 した鹿蔵山遺跡などが

知られる。そのほか、国重要文化財に指定された青磁碗が副葬された荻抒古墓、数珠や櫛、無文銭

を伴う木棺墓が見つかった姫原西遺跡、平野部から谷の奥深 くに見つかった寺院関連遺跡の大井谷

Ⅱ遺跡が注目される。

註

(1)当埋蔵文化財調査センター職員今岡一三の教示による。
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出雲市教育委員会  『古志本郷遺跡第 6次発掘調査報告書」1998.3

出雲市教育委員会  『出雲市駅付近連続立体交差事業地内天神遺跡第 9次発掘調査報告書』1999,3

出雲市教育委員会  『西出雲駅南土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 浅柄遺跡』2000.3

出雲市教育委員会  『市道浅柄古志線歩道設置に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 田畑遺跡』2000。 3

島根県教育委員会  『蟹谷遺跡・上沢Ⅲ遺跡・古志本郷遺跡Ⅲ』2001.3

島根県教育委員会  『長廻横穴墓群 。長廻遺跡 (Vol.1)』 2001.3

島根県教育委員会  『古志本郷遺跡Ⅱ』2001.3

出雲市教育委員会  『平成11年度古志遺跡群範囲確認調査報告書 古志本郷遺弥 下古志遺跡」2002.3

島根県教育委員会  『古志本郷遺跡Ⅳ・放れ山横友墓群・只谷間府 。上沢Ⅲ遺跡 (分析編)』 2002.3

島根県教育委員会  『中野美保遺跡』2004.3
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3.出雲市上津地区の調査

第 1章 遺跡の位置及び周辺の遺跡

出雲市上津地区の本書掲載遺跡はいずれも出雲市船津町菅原に所在する。ここは出雲市の市街地

から南東約 6にmの斐伊川東岸にあたり、小 さな谷部となっているところである。谷の東側には標高

300mの高瀬山から派生 して斐伊川に向かって北東側に伸びている低丘陵がある。この丘陵の先端

尾根上に畑 ノ前遺跡があり、南西側の緩斜面に菅原 I遺跡が存在する。また、菅原の谷奥部にはクボ

山遺跡があり、その西側に枝分かれして伸びている谷の両脇に菅原 Ⅱ遺跡が存在する。さらにこの

谷を越えた谷部に菅原Ⅲ遺跡がある。これらの遺跡は高速道路建設に伴 う分布調査で明らかになっ

たもので、以前から知られている遺跡としては菅原横穴墓群がある。

この横穴墓群は谷の中央部に向かって伸びる低丘陵の西斜面に 3穴が現存 しているが、その内2穴

は後世の境乱を受け、残 りの 1穴がほぼ原形を保っている。形態は丸天丼に近く、土器が出土 したと

いう言い伝えが残っている。また、畑ノ前遺跡の西側斜面にも横穴墓群が存在 していたが、昭和■年

から行われた斐伊川堤防改修工事の採上のため消滅 し、ここから出土 した須恵器の蓋邪が上津コミ

ュニティーセンターに保管されている。さらにクボ山遺跡の西側の畑の中には横穴式石室に使用さ

れたと思われる石塊が存在 している。このように菅原地区には今まで横穴墓の存在が知 られていた

程度であったが、今回の調査で、縄文時代と古墳時代～中世の遺跡が確認 されたのは意義あるもの

と思われる。また、弥生時代の遺物、遺構が検出できなかったことは出雲平野及び周辺部の集落の変

遷を知る上に重要な意味を持っていると考えられる。そこで、少 し視野を広げ、この菅原地区の周辺

の遺跡について見てみることにする。

出雲市の斐伊川東岸には北側から西谷墳墓群、斐伊川放水路建設に伴 う調査で実態が明らかになっ

た長廻遺跡などがある。西谷墳墓群は弥生時代後期の四隅突出形墳丘墓で、当時の墳墓としては国

内最大級の規模を持ち、当地方の首長墓と考えられているものである。この時期の集落は平野部に

集中して存在 しているが、長廻遺跡では西谷墳墓群前後の時期にあたる加工段及び竪穴住居跡が数

基検出されている。調査者は危機管理的な意識のもとに眺望のきく丘陵地に集落を配置 したものと

考えている。それ以外の時期のものとしては 5世紀代の竪穴住居跡が見つかっており、近くの遺跡

からは前期古墳を検出した権現山古墳、横穴墓が数基見つかった長廻横穴墓群等がある。放水路調

査区から船津地区までは遺跡がほとんど知 られていないが、上流の上島町では須恵器片が採集 され

ている丸 ヶ谷遺跡や和久輪横穴墓、中世の城跡である上之郷城跡が存在 している。また、斐伊川を挟

んだ対岸側の斐川町には横穴墓群や横穴式石室を持つ古墳、同時代の集落跡と思われる遺跡が数多

く存在するとともに、奈良時代の河内郷の新造院と考えられる天寺平廃寺跡などが知られている。こ

のように船津周辺地域では弥生時代の遺跡は現在のところほとんど存在 していなく、古墳時代後期

になって集落や古墳が盛んに営われてきた地域と考えられる。

参考文献  島根県荻育委員会  『長廻遺跡 (Vol.2)・ 権現山古墳』2003.3

上津郷土誌編纂委員会  『上津郷土誌』上津地区自治会 1993.3

出雲市教育委員会  『長廻遺跡発掘調査概報 』2001

宍道年弘他  「天寺平廃寺について」『人雲立つ風土記の丘』No.84 島根県立八雲立つ風土記の丘 1987.7
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第4図 畑ノ前遺跡・菅原I遺跡・クボ山遺跡・菅原工遺跡・菅原Ⅲ遺跡とその周辺の遺跡 (S=1/75,000)

第 3表 畑ノ前遺跡・菅原 I遺跡 。クボ山遺跡 。菅原Ⅱ遺跡・菅原Ⅲ遺跡とその周辺の遺跡一覧表

番号 名称 種別 番号 名称 種別

1 畑ノ前遺跡 散布地 27 丸ヶ谷遺跡 散布地

2 菅原 I遺跡 散布地 28 火守神社南遺跡 散布地
Ｏ
υ クボ山遺跡 散布地 29 海の平横穴群 横穴

4 菅原 Ⅱ遺跡 集落跡 30 岩樋上横穴 横穴

菅原Ⅲ遺跡 散布地 Ｏ
υ 岩海横穴群 横穴

6 石土手遺跡 散布地 32 岩海古墳 古墳

中山丘陵遺跡 散布地 高野古墳群 古墳

8 権現山横穴墓群 横穴 34 布子谷古墳 古墳

9 西谷横穴墓 横穴 横手古墳 古墳

10 宇那手塚山吉墳 古墳 36 下阿宮古墳 古墳

斐伊川鉄橋遺跡 散布地 ワ
イ 阿宮公民館後古墳 古墳

12 菅原横穴墓群 横穴他 38 墓田横穴群 横穴
つ
υ 長者原廃寺 寺院跡 39 出西岩樋跡 水路跡

14 上之郷城跡 城跡 40 上出西 I遺跡 散布地

和久輪横穴墓 横穴 41 上出西 Ⅱ遺跡 散布地

16 西谷墳墓群 墳墓・古墳 42 剣先横床群 横京

来原岩樋跡 水路跡
刀
士 中出西 I遺跡 散布地

18 間府岩樋跡 水路跡 44 下阿宮 I遺跡 散布地

19 菅沢古墓 古墓 45 下阿宮Ⅱ遺跡 散布地

20 三谷遺跡 散布地 46 立栗山城跡 城跡

21 瀧谷山城跡 城跡
７
ｒ

力
仕 天寺平廃寺 寺院跡

22 藤廻遺跡 その他 48 中出西 Ⅱ遺跡 散布地
●
０

つ
々 神田遺跡 散布地 49 海の平遺跡 散布地

24 権玩山古墳 古墳 50 上阿宮 I遺跡 散布地
つ
々 長廻遺跡 集落跡 51 上阿宮 Ⅱ遺跡 散布地

26 長廻横穴墓群 横穴
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第 2章 調査の概要

第 1節 畑ノ前遺跡

試掘調査

畑ノ前遺跡は、斐伊川へ突出した標高52mの 広い低丘陵上に位置する (第 5図 )。 丘陵の北端は

昭和18年斐伊川堤防が決壊 した際、土砂を採取するために削 られている。その除横穴墓が発見され

遺物が出土 したが、土砂の採取を優先 して横穴墓は破壊された。このとき出土 した遺物は地元住民

により保管され、現在は上津コミュニティセンターで展示 されている。

山陰道建設の決定に伴い、平成 9年 6月 、11年 2月 と三度にわたり分布調査を実施 したところ、

建設予定地からわずかに南にはずれる位置で堀切、平坦面など城館と見られる遺構を確認 した。山

陰道予定地内には、これらに続 く城館関連遺構があることが予想 されたので、平成13年度に試掘調

査を実施 した (第 5図 )。

試掘調査は、丘陵部を中心に一部の谷間にも試掘坑を入れたが、遺構と遺物の両方が確認された

のは引賂0の みであった。この制賂0を 中心に、丘陵部の242ド を平成14年度に全面調査 し、建物、落

とし穴などの遺構を検出した。予想 された城館関連遺構、遺物は検出されなかった①

ぺ
Ⅶ

邁

0                            50〕

第 5図 畑ノ前遺跡 試掘坑及び本調査範囲位置図 (S=1/1,000)



ヽ

0            10m

第 6図 畑ノ前遺跡 調査前地形図 (S=1/300)

遺構と遺物

建物跡 (第 3図 )

Pl,2,3,4な どを主柱穴とする建物跡である。すべての主柱穴を確認できなかったが、 6本

の主柱穴をもつ建物であったと推定される。Plと P3の底面の標高差が30cmで 、山側の柱穴が谷

側より浅 く掘 られる傾向がある。P4の底面標高が52.06mと 他よりも高 く、また 6本柱の場合に柱

穴があるはずの位置で検出されなかったのもこのためであろう。

主柱穴の外側には、径20cmほ どの小ピットが並ぶ。これらのうち、P9-10-■及びP12-13-

14が それぞれ直線的に並んでいることが、建物の平面形を六角形と推定する際の根興となった。い

ずれも掘り方は垂直であった。このうちP■～14については、不明瞭ながら黒い上が帯状にピット

と重なるように残っていたが、ピットを検出する過程で消滅してしまった。おそらく壁体溝の最も

底の部分が残存していたものと思われる。壁体溝内に、杭を垂直に立てるために掘られた小ピット

であったと考える。

遺物は、ピット内から底部と思われる土器の小片が出上しているが、図化できるものではなかっ
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第 7図 畑ノ前遺跡 遺構配置及び調査後地形図 (S=1/300)

た。器種、時期ともに不明の遺物である。

この建物の構造は、①もともときわめて掘り込みの浅い竪京建物であった、②削平されて異常に

浅くなっていた、の 2通 りの可能性を考えた。主柱穴の残存状況が著しく悪かったことから、相当

の削平を受けたことは明らかであり、浅い竪穴であればその削平で建物全体が消滅しているはずで

ある。よって、①よりは②の可能性がより高いといえる。

土坑 1(第 9図 )

平面長方形で、底面中央に小ピットをもつ落とし穴である。建物の南西寄りで検出された。長辺

lm、 短辺0.9m、 深さ1.5mの 上坑である。底面の小ピットは径10cm、 深さ20cmあ り、落とし穴に落

ちた動物の動きを封じるため、杭を立てた跡と考えられる。

土坑 2(第 9図 )

一辺 lm弱の方形で、深さ約20cmの ごく浅い土坑である。埋土に多量の炭化物を含んでいること

から、火を使用した跡であろう。遺物は出土しなかった。



Ш♂
'ざ◎亀,

E5200嶼虹室く◎聰,

P12  ⑤

A 
◎

P8ツ  ⑪
②

遺構外出土遺物 (第 10図 )

図化できたのは第10図 に掲げ

る 4点である。4点 とも、遺構

外からの出土である。石斧 2は

建物跡のすぐ東から、石斧 3は

南から出土 した。しかし、建物

が大きく削平され、堆積土も大

きく視乱されていると予想され

るので、これらの遺物が建物に

伴うものかどうかは不明である。

石器 4は調査区す ぐ東の谷部

で、試掘調査時に出土 した。須

恵器 1は、調査区より南東の試

掘坑から出土した。 3は弥生時

代の扁平片刃石斧が退化 したも

のであろう。 4はナイフ形石

器である。左側縁は明らかに刃

部として使うためであろう。右

側縁の加工は刃潰 しとも見られ

るが、鈍い刃とみてスクレイパ

ーとしての使用 も可能である。

さらに、先端の尖 り具合から、

刺突具としての使用も可能であ

る。腹面からだけでなく、背面

A'/ミ

② P13

15200m

」52 00m    J'

V
P18

P8    c,
C5200m

2輛 o

を綴電魯圭豚曇8茶鰻露割  イ'騒蟹★鬼課雛焼rを
含働 9  1 _2m

ζ召侵懇 tテ豊屏柴招を書懇,含
Dぎ 量糧魯圭盟解紬コ揺与謝 )

第 8図 畑ノ前遺跡 建物跡実測図 (S=1/60)

‰

Ｐ７

第 4表 畑ノ前遺跡 建物計測表

梓穴 の IIF土 褐色土 (し まり悪い)

番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6

平面規模 (m) 0.35)〈 0.35 0.5)(0.3 0.4)(0.35 0.5)(0,4 0。 6)く 0。 4 0.35〉〈0.35

標高 (m)
上面 51.70 51.80 52.00 52.20 51.90 51.90

下面 51.40 51.70 51,70 52.05 51.60 51.70

柱間距離 (m)
Pl― P2 P2-P3 P3-P4 P9-P10 P10-P ll P ll― P12

1.40 1.20 1.50 0.60 1.20 0,70

番号 P7 P8 P9 P10 P ll P12

平面規模 (m) 0.25〉〈0.25 0。 25)(0.25 0.15× 0.15 0.15)(0。 15 0,15〉〈0.15 0.2)〈 0.2

標高 (m)
上面 52.10 51.60 51.90 51,90 52.10 52.20

下 面 51.70 51.40 51.80 51.80 52.00 52.10

柱間距離 (m)
P12-P13 P13-P14 P13-P15 P14-P16 P15-P16

1.20 0.70 0.70 1.20 1.20

番 号 P13 P14 P15 P16 P17 P18

平面規模 (m) 0.4XO.4 0.2)く 0。 2 0.2XO。 2 0.2)〈 0。 2 0.2)〈 0.2 0,25)(0.25

標高 (m)
上面 51.80 51.85 51.80 51.75 51.80 51.60

下面 51.50 51.50 51.40 51.45 51,60 51.40
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第 9図 畑ノ前遺跡 土坑 1・

(3)

暗灰掲色土 (多量の炭、少量の焼土を含む )

赤灰色土 (少 量の炭を含む)

灰オリーブ色砂質土

o       lm

2実測図 (S=1/030)

からも加工がなされている。

まとめ～土坑と建物の時期について

土坑 1か らも建物の柱穴からも、年代を確定できる遺物は出上 していない。ただし、それぞれ

A:よ くしまった灰オリーブ色細砂質土、B:し まりの悪い暗褐色土という異なった埋土であるこ

とが注意される。この埋土の違いは菅原Ⅲ遺跡でも確認されており、遺構の新旧の差を反映 してい

る。当遺跡の上坑 1は、底面中央に小ピットを有するという形態上の特徴からも、縄文時代の落と

し穴と考えるのが適当である。建物跡は、埋上がB:暗褐色土であることから、落とし穴が掘 られ

第 5表 畑ノ前遺跡 遺構外出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

計測値
①口径cm

②器高cm

⑥口縁高cm

形態の特徴 調整 ,文様の特徴 色調 胎 土 備考

一
〇

本調査区
南東側

須恵器

蓋

①162

②34

(ツマミ径)66

輪状ツマミと
かえりを持つ

ツマ ミ :回転ナデ

天丼 :回転ヘラケズリ

ロ縁 :回転ナデ

淡責灰色
l HulI以 下の自色
の砂粒をごくわ

ずかに合む

内外面 (表面のみ)に
1～ 2の黒色粒 (炭化物
か)が多数付着

第 6表 畑ノ前遺跡 遺構外出土石器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別 石 材 長 さ(cm) 幅(cm)

'享

さ(cm) 研磨 使用状況 備 考

一
９

建物跡
南東

石器
磨製石命(大 )

玄武岩
先端狽I、 基部側とも欠

損か。

一
働

建物跡
南西

石器
磨製石斧1/1ヽ )

安山岩 17
ほぼ全面を研磨。
先端に刃こぼれ

10-4
(3)

表採

石器

ナイフ形石器

又はスク財ハ
°―

黒曜石
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1

10cm

た と考 えられ る縄文時代 よりは新 しい。同建物 に

最 も近い位置か ら出土 したのは退化 した扁平片刃

石斧 (第 10図 3)で、時期は斧が鉄器へ移行す る

以前の弥生 中期末～後期初頭 と見 られ る。 この石

斧が建物跡 に伴 う遺物であれば、同建物跡 は弥生

時代 中期末～後期初頭の可能性が高い。 また、 こ

の建物の平面形 は、現存する主柱穴の配置 か ら多

角形が想定 される。

なお、当初予想 された城館関連の遺物 ・遺構 は

試掘調査 。本調査通 じて確認 されなかった。南 に

隣接す る丘陵上では出雲市狭育委員会 によ り堀切

などの遺構 が確認 されているが、城館の広 が りは

限定 されていたようである。

註

(1)中 国地方の縄文時代住居に、掘り込みの浅いもの

が存在する (山田康弘「中国地方の縄文時代集落」

『島根考古学会誌』19、 2002年 )。 同論文では、縄文

時代の住居の平面形は「円ないし楕円形が多く、つ

いで方形をなすものが存在する」こと、しっかりし

た主柱京を持つ例はほとんどないことが指摘されて

いる。また、第 1表 「中国地方の縄文時代住居址」

によれば、中国地方で多角形であることが確認され

た縄文時代住居址は皆無である。

(2)当埋蔵文化財調査センター職員東山信治の教示に

よる

(3)北浩明氏 (鳥取県教育文化財団)の ご教示による。

また、当教育委員会職員丹羽野裕、当埋蔵文化財調

査センター職員稲田陽介からも助言を受けた。

(4)三原一将氏 (出雲市教育委員会)の御教示による。

∩

・

―――――
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回

o             5cm
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第10図 畑ノ前遺跡 出土遺物実測図

(1:S=1/3,2～ 4:S=1/2)
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第 2節 菅原 I遺跡

1.調査の概要

この遺跡は出雲市船津町1987番地外に所在する。ここは、船津地区東側の丘陵斜面に位置し、正

面には菅原横穴墓群が存在 しているところである。当初、緩やかな斜面が広がっていることから大

規模な集落等が営まれているものと考えられていたが、平成13年度の トレンチ調査で、地滑りや、

民家の建設等で地形が改変 されていることが判明したため、調査の対象面積は1000∬ あまりとなっ

た。調査は平成14年 5月 23日 ～ 8月 1日 にかけて実施し、東側の宅地跡である 1区 と西側の民家の

敷地跡である2区に分けて行った。

1区は 2段にわたって平坦面が存在 していたが、ここは谷部を整地 して民家を建てたところで、

北側及び東側は、表土のすぐ下に堅い地山が有 り、地山は南側と西側に向かって下がっていた。こ

の低い部分の最下層にはシル トや砂礫層があり、その上に地滑 りによって堆積 した地山の二次堆積

が見られた。遺物はその上方に存在 していた淡黒色粘質上、黒色粘質土、茶褐色粘質上、暗茶褐色

土、から各時代の土器が混在 した状態で出土 した。これらの遺物には縄文土器、古墳時代の須恵器、

土師器、中世土器、白磁などがあり、その他、注目されるものとして滑石製の石鍋がある。この上

層は民家の整地ないし地滑 りによって堆積 したものと思われる。また、北側からは地山を削りこん

だ時期不明の加工段 3基が見つかった。

2区は民家のため斜面を整地 しているところであるが、 トレンチ調査で若千の土器が出土したた

め、整地面の前方の斜面を調査することにした。調査の結果、遺構は時期不明の上坑 2基 とピット

状の小さい丸い形をした落ち込みが 4基を検出し、遺物は斜面下方から古墳時代から奈良時代にか

けての上器が少量見つかった。

第11図  菅原 I遺跡 周辺地形図 (S=1/1,000)
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第12図 菅原 I遺跡 調査前地形図 (S=1/400)
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第13図 菅原 I遺跡 1区 調査後地形及び遺構配置図 (S=1/300)

第14図 菅原 I遺跡 1区 土層実測図 (S=1/120)

2.検出された遺構 (第15。 16図 )

今回の調査で検出された遺構は、 1区の 3基の加工段、 2区の土坑 2、 ピット4である。加工段

は 1区の北側から切 り合 う形で 3基見つかった。ここは、民家建築の際に地山を削 り取った平 らな

面から少 し南側に下がったところで、最も北側に存在 している加工段 1は等高ラインに沿って東西

方向に長 さ6.7m、 幅1.3mが現存 していた。長辺の壁際には約2.2mの 間隔に 3つの柱穴があった。

東側と中央の柱穴は径40cmと やや大きめで、西側の穴は20cmあ まりである。加工段 2は加工段 1の

東側下方の位置から 東側に伸びているもので長 さ5.5mを 測る。柱穴等は検出できなかったが性格

不明の土坑が 2基、西側の平坦地から出上 した。加工段 3は加工段 1及び加工段 2を切って造られ

ており、 3つの加工段の中では最も新 しいものである。平坦面から径60cmあ まりの落ち込んだ穴が

数基見つかったが加工段との関係は不明である。 2区から検出した土坑は斜面上方に存在 していた
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第15図 菅原 I遺跡 1区 加工段 1・ 2・ 3実測図 (S=1/90)

空 ▽

第16図 菅原 I遺跡 2区 調査後地形及び遺構配置図 (S=1/150)
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もので、西側の土坑1は二つの穴が切 り合っていた。新 しいものは1.lm× 0。9mの長円形を呈 し、深

さは0.5mあ まりで、底には20cm大 の石が二個存在 していた。土坑 2は0.8m×0,4mの小判形を呈 し

たもので、深 さは0.2mあ まりである。ピットは径0。 2～ 0.4mの ものが 4基見つかった。これらの遺

構は時期、性格とも不明である。

3.出土遺物

1)1区 出上の遺物 (第17～ 19図 )

この調査区から出土した遺物は、谷部及びその斜面に堆積 していた土層から各時代の遺物が混在

して見つかったので、ここでは一括 して取り殻うことにする。

第17図 -1は縄文土器の破片で、外面に貝殻条痕を施 した粗製深鉢片と考えられるものである。

暗茶褐色を呈 し、胎土に金雲母を合み、器壁はやや厚い。時期は不明である。 2は弥生時代後期の

甕頸部片で、口縁部上方を欠くが複合口縁になるものと思われる。頸部下方内面にはケズリが見ら

れる。 3～ 7は須恵器片。 3は口径 8。 9cm、 器高7.6cmを 測る短頸壷。口縁部はやや外反 し、頸部か

ら底部にかけては「く」の字形に大きく屈曲している。底部には手持ちヘラケズリが施 され、肩部

にはカキロが存在する。体部の器壁はやや厚 く、色調は茶褐色で古い時期のものと考えられる。

4・ 5は長頸壷の頸部から口縁部にかけての破片。いずれもラッパ状に外に向かってひらくものと

思われ、中ほどに 2本の沈線が廻る。 5は肩がやや張 り、肩部に径0,6cmの 円形浮文がある。 6は

長頸壷の底部片で、「ハ」の字形に開いた高さ約1.2cmの 高台が付く。 7は蓋不の摘み片で径3.5cmあ

まりを測る。 3は 5世紀末その他は 7世紀～ 8世紀頃のものと思われる。

8～ 17は古墳時代～奈良時代にかけての上師器である。 8は底部径13.2cmあ まりの高台の付 くJTh

である。高台は高さ0.5cmを 測 り、やや外側に張 り出している。そこから続 く体部は丸みを持って

上方に伸びている。 9～ 14は甕の口縁部片である。 9。 10は日縁がやや外反ぎみに上方にのび、頸

部あたりの内面に顕著なケズリを施 し、断面が「く」の字形を呈 している。■～14は短い口縁が外

傾 し、内面には 9。 10よ り浅いケズリが施 されている。16・ 17は甕胴部の破片で、肩部から丸みを

持って下がっている。内部にはケズリがある。15は 口径33.Ocmを波Iる 甑の日縁部片で、外面の一部

に縦方向のハケロ、内側にケズリが施されている。18は製塩土器片。外面にはタタキが見られ、色

調は淡黄褐色を呈 している。

19～ 47は平安時代～鎌倉時代にかけての中世土器である。19～ 24は郷ないし碗の高台付きの底部

片。高台は24を 除き「ハ」の字形に開くタイプのもので、高さは0.5～ 1,Ocmを 測る。端部は丸 く尖

っているものが多く、内面の底は19、 21が丸 く窪んでいる。高台より内側の底の部分はナデ調整を

しているものが大半である。21の底には一部に糸切 りの痕跡が残っていた。25～32は小形の皿にな

る中世土器である。25は 口径は6.6～8,Ocmあ まり、高さは1.2～ 1.7cmを測る。26は底部から口縁部に

かけての傾きが他のものより緩 く、わずかに屈曲して口縁部にいたっている。27は 26と 良く似た形

態を呈 しているが、体部の傾きが大きい。28はやや大きめの口縁部を持ち、体部はやや内湾ぎみで

ある。29は底部の器壁が厚 く、25は口縁部は摘み出しによって形成 されており、内側の深 さは0。4

cmと 極めて浅い。30は外側に大きく外反 しており、31は体部がやや内湾 しており、底部と比べこの

部分の器壁が厚い。小形皿は風化しているものが多いいが、回転糸切 りの痕跡が残っている。また、

32の底部内側にはヘラ先のような工具で沈線による不規則な文様が描かれている。33～ 41は皿ない

し邦、碗の平底の底部片である。33は底径4.2cmで 、器壁が厚 く、やや内湾ぎみな体部を持つ。34
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第18図 菅原 王遺跡 出土遺物実測図 2(S=1/3)
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は外反 して体部にいたっているもので、底部の径4.Ocmを測 り、皿の底 と思われる。35は底径がや

や大きく5。 7cmあ まりで、内面底部はロクロ挽きによる凸凹がある。361ま底径4.lcm、 内面には35と

同じような凸凹がある。37は底部の器壁がやや厚 く1.Ocmあ まりを測る。38は底径6.8cmと やや大き

く、39、 40は 不42は碗の底部になるものと思われる。41は 器壁が厚 く、がっちりした作りになって

いる。43～ 47は碗ないし邪の口縁部片である。43は郭になる可能性があるもので、口径10.4cm、 外

面にはロクロによる凸凹がある。口縁端部はやや外側に反っている。44～ 47は碗の口縁部片で、端

部が内湾ぎみのもの (44)と 小 さく外反しているものがある。45は端部が細く尖っており、天目茶

碗に似た形態を呈 している。

48は白磁の碗で、口径15.5cmを測る。国縁部は幅1.2cmで、面が平らな帯状の突帯が廻っている。

色調は茶白色を呈 しており、体部の下方には釉薬がかかっていない。49は須恵器の片回の鉢である。

日径は推定で27.5cm、 内面にはカキロが施 されている。50は滑石製の石鍋で、口径13.Ocmを測る。

口縁部下方には断面正台形の鍔が廻 り、口縁部から鍔にかけて縦方向に数本の刻目が施 されている

など全体的に丁寧に作 られた秀品である。51・ 52は唐津焼の碗ないし皿になるもので、淡白灰色の

釉薬がかかっている。53は緑灰色の釉薬がかかった唐津焼の底部片。54は長 さ5 cmあ まりの土製の

錘である。

2)その他の調査区 (第 19図 )

2区から出土 した55・ 56は土師器である。55は高邦脚部片で、底径7.Ocmを 測る。56はやや丸みを

持った平底の底部片。57～ 61は トレンチ調査で出上 した遺物である。57は器種不明の土器で、脚部

に逆「U」 の字形、脚部から体部に変わる付近に円形の透かしがある。底径16.2cm、 灰褐色の色調

を呈する。58は唐津焼の皿底部片、59は備前焼きの底部片である。60。 61は縄文時代のものと考え

られる石器である。60は断面長円形を呈 した磨製の石斧で、基部は欠損 し、刃部ははまぐり刃とな

っている。残存長8.4cm、 最大幅4.6cmを 測る。61は サヌカイ ト製の縦型の石匙で、長さ8.6cm、 最大

幅2.8cmを 測り、縦剥の石片で作られている。

4.ま とめ

今回の調査では明確な遺構を発見することができなかったが、 1区の遺物包合層から縄文時代～

近世にかけての上器を検出することができた。これらの上器のほとんどが古墳時代以降のもので、

「くJの字形の回縁部を持つ土師器と中世土器が大半を占めていた。注目される遺物としては滑石

製石鍋があるので、最後にこの石鍋について若千の考察を行ってまとめとしたい。

滑石製石鍋は島根県下で現在のところ20の遺跡から27点 あまりの出土例があるが、今までまとま

った集成や検討が行われていないので実態が明らかでない。ところが平成16年の10月 23日 、24日 に

広島県立博物館で開催 された中世瀬戸内の流通と交流の公開シンポジュウムで、山口大学の今岡照

喜氏等が滑石製石鋼の産地同定と流通と題 した発表の中で、島根県出土の 9遺跡の石鍋が長崎県西

彼杵半島の石鍋製作所遺跡のものという分析結果の報告があった。また、この発表で、山口県の防

長産の石鍋は限られた地域に供給 されているのに対 し、長崎産の石鍋は全国に広がっており中世に

おける広域流通品の一品目に位置付けられた。このことから島根県下の石鍋は長崎産がほとんどで

あることが判明したので、本戸雅寿氏の編年 をもとに県下の石鍋について検討 してみたいと思う。

島根県下から出土 している石鍋は完形品は一点もなく、出土場所も遺物包合層が大半を占める。

遺構から見つかったものとしては、ピット、土坑、清、池状遺構、水田跡と多種多様で破損 したた
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め破棄 したものと推測される。また、出土 した遺跡を見てr/1る と安来市や松江市のある出雲東部及

び出雲山間部は比較的少なく、出雲西部や石見部が多い。出雲市では菅原 I遺跡をはじめ 6遺跡が

知 られており、石見部では浜田市 4遺跡、益田市 3遺跡、江津市1遺跡、六 日市町 1遺跡がある。

このように現在のところ出雲平野から石見海岸部にかけて主に分布 しているようである。

12世紀～15世紀にかけての石鍋は木戸氏の編年によると①口縁部は内湾から直立する。②全体的

な器形は口縁部径と底径との比率の格差が広がり、新 しくなると逆台形を呈する。③鍔は縦長正台

形から正台形に移り、それから不等辺台形、三角形と退化してゆく、といった変遷が考えられてお

り、石鍋は10世紀末から作り始め16世紀まで続 くようである。県下から出土 した石鍋をこの基準に

合わせて検討 してみると5つ に分類できる。また、口径の違いから25cm以上を大形、20cm～ 25cmを

中形、20cm以下を小形に分けた。

I類 口縁部は直立 し、鍔は断面が正台形で突起 も大きく、基部と先端の厚みの差が少ないもの

である。浜田市下府廃寺跡 (大形)安来市柳遺跡 (中形)出雲市菅原 I遺跡 (小形)等が該当する。

また、菅原 I遺跡の物のように口縁部から鍔部にかけて縦方向の刻線を施 した装飾的なものも存在

し、全体的に作 りが丁寧なものが多い。

Ⅲ類 口縁部はやや内傾 し、内側端部は面取 りを施 しているものが出てくる。また、日縁部と体

部の厚みの差が大きく、鍔は基部と先端の厚 F/1の差が大きくなると共に、上下面の長さが異なり断

面が正台形から不等辺の台形に移ってくる。しかしながら鍔先端は直立かやや外傾 しておりしっか

りした面を持っている。出雲市青木遺跡 (大形)浜田市古市遺跡 (中
。小形)が該当する。

皿類 大形品は鍔と口縁部が一体化してきており、口縁高が低 く、鍔の断面が不等辺台形を呈す

る。小形品は日縁部と鍔ははっきり区別されているが、鍔の断面が三角形に近い不等辺台形を呈 し、

鍔がやや退化 してくる。益田市大畑遺跡 (大形)益田市横路遺跡 (小形)が含まれる。大畑遺跡の

ものは全体形が復元されているが、それによると口径と底径の比率は 1:1,9で ある。

Ⅳ類 鍔の先端が尖 り断面が三角形を呈するものや、口縁と鍔が一体化され、鍔の先端がわずか

な面を持つもので、六日市町九朗原Ⅱ遺跡 (小形)安来市柳遺跡 (小形)が該当する。

V類 鍔が無くなったもので、松江市四王寺のものは口唇部に接 して断面が丸い突帯状の突起を

持っており、鍔の名残が残っている。浜田市下府廃寺のものは鍔が無く、逆ハの字形の器形を呈 し

ており、口唇部は平らである。

以上のように島根県下出上の滑石製の石鍋を 5つ に分類 した。この分類は木戸編年に対おすると

I類はⅢ―a、 Ⅱ類がⅢ―b、 Ⅲ類がⅢ―c、 Ⅳ類がⅢ一d、 V類がⅢ―e～Ⅳになるものと考えられ

る。長崎県西彼杵半島産の石鍋は木戸氏のⅢ―a-2類 (12世紀)～ Ⅲ―d類 (15世紀)の 間が最も

盛んに生産 され全国的に流通 している。島根県下出土の石鍋もまさにこの時期に該当しており、全

国的な流れの中で出現 したものと推測 される。また、石鍋は16世紀初頭に消滅するものと考えられ

ているが、この時期のものと思われる石鍋が浜田市下府廃寺跡から出上していることは注 目される。

菅原 I遺跡出土の滑石製石鍋は、鍔が正台形を呈 したもので、県下の中では古い部類に入ること

が判明した。この石鍋が属する I類は12世紀に比定されるが、同遺跡からは12世紀～13世紀にかけ

ての中国陶磁の白磁や中世土器が出土 しているので同時期のものと考えられる。
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第20図 島根県における石鍋変遷図 (S=1/8)

第 7表 島根県における石鍋出土遺跡一覧表
番
号 遺跡名 所在地

土
数

出
個

地区名・出土遺構

1 柳遺跡 安来市荒島町・久白町 池状遺構

四王寺跡 松江市山代町1443 1 調査区南半分地山加工段東寄り

夫敷遺跡 人束郡東出雲町字出雲郷 1 水田跡

4 三田谷 I遺跡 出雲市上塩冶町半分

大井谷Ⅱ遺跡 出雲市上塩冶町大井谷 1 A区 ,大溝041層

古志本郷遺跡 出雲市古志町 1 SE03・ 04

大梶古墳 出雲市古志町 1

青木遺跡 出雲市東林木町 1 H13年度調査区

菅原 I遺跡 出雲市船津町 1

神原Ⅱ遺跡 飯南町頓原町 1 Ⅲ区E7・ I抗

鰐石遺跡 浜田市治和町相田 1 包合層

下府廃寺跡 浜田市下府町
第10調査区・包合層

第13つ調査区・包含層

横路遺跡
(原井ヶ市地区)

浜田市下府町 1 原井ヶ市地区・CP189

古市遺跡 浜田市下府町 包合層。その他の遺物

大峠遺跡 益田市久々茂町イω◆2他 1 Ⅱ区・耕作土

大畑遺跡 益田市横田町 1 包含層

17 九郎原Ⅱ遺跡 鹿足群六日市町 1 包含層

沖手遺跡 益田市久城町 2 井戸跡

出雲国府跡 松江市大草町 包含層

高津遺跡 江津市都治町 l 包含層
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2 島根県教育委員会『風上記の丘地内遺跡発掘調査概報Ⅳ ―島根県松江市山代町所在・四王寺―』1985.3

3 島根県教育委員会『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 ―Ⅳ―』1983.3

4 島根県教育委員会「三田谷 I遺跡 (Vol.3)』 2000.3

5 出雲市教育委員会『斐伊テII放水路建設予定地内発掘調査報告書ⅢJ 2001.3

6 島根県教育委員会 F古志本郷遺跡Ⅶ ―K区の調査―』2004.3

7 山本清『出雲市古志町大梶古墳調査報告」1955

8 島根県教育委員会 F青木遺跡 (中 近世編)』 2004.3

9 本書掲載遺跡

10 島根県教育委員会『神原Ⅱ遺跡 (3)』 2003.3

■ 浜田市教育委員会 原裕司氏の教示による

12 浜田市教育委員会『下府廃寺跡 ―平成元年度～平成 4年度市内遺跡発掘調査概報―』19903

13 浜田市教育委員会『横路遺跡 (原井ヶ市地区)浜 田東中学校建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1998.3

14 浜田市教育委員会『伊甘土地区画整理事業伴う古市遺跡発掘調査概報』1995.3

15 島根県教育委員会『上久々茂土居跡・大峠遺跡 一般国道191号 改築に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』1994.3

16 島根県教育委員会『益田養護学校建設に伴う大畑遺跡発掘調査報告書』1999.3

17 島根県教育委員会『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』19803

18 島根県教育委員会が平成16年度の調査で検出

19 島根県教育委員会が平成16年度の調査で検出

20 江津市教育委員会『高津遺跡調査報告書』2005.3に刊行予定
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第 3節 クボ山遺跡

旧地形、現在までの地形改変のあらまし (第 21図 )

調査対象となったのは、菅原集落の東の谷を流れる菅原川に向かって、左岸 (南西方向)か らの

びている丘陵で、地元の通称地名で「クボ山」と呼ばれる。菅原川は、現在はクボ山の東 (菅原 I

遺跡方面)にひかえる山の麓を流れているが、コンクリー ト化によって流路が固定する昭和30年代

以前は谷の中を蛇行していたと思われる。クボ山から小さな谷を挟んだ北側にも細長い丘陵が北東

方向へのびており、その北斜面に開口する3穴の横穴墓群は周知の遺跡である。横穴墓の所在位置

は山陰道建設予定地の範囲外であったが、当初、この遺跡の名を取って「菅原横穴墓群」と命名し

ていた。しかし、「クボ山」と周辺の平地を試掘調査したところ横穴墓は検出されず、遺跡名と遺

跡の実体が乖離するようになったので、現地の小字名をとって新たな遺跡名とした。

現存してはいないが、かつてこの地域に「横穴墓があった」という伝承が存在する。「クボ山」

はもともと南西方向 (菅原集落の南端部、菅原Ⅱ遺跡方面)か ら長くのびる丘陵であったが、昭和

50年代、稗原方面へ抜ける市道建設に際して分断された。このときの切り通し工事の際に横穴墓が

整茎上f滓

現存する
横穴墓 (3穴 )

第21図  クボ山遺跡 周辺地形、試掘坑及び本調査範囲位置図 (S=1/1,000)
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才

※

※図中の点は

炉壁片の出上位置
3                   5m

第22図 クボ山遺跡 本調査区地形及び遺構図 (S=1/100)
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破壊され、遺物は周囲の畑へ散らばったと伝えられる。ただし、現地の伝承では「横穴墓」と「横

穴式石室」は厳密には区別されておらず、この伝承にいう「横京墓」も横穴式石室をさしているら

しい。石室を構成していたと思われる石材が、付近の畑地に集め置かれ、奉祭されている。「クボ

山」の北はもとは東西にのびる細長い谷であったが、切り通し工事で排出された土砂で埋められ、

現在は市道とほぼ同じ高さの畑地となっている。

試掘調査 (第 21図 )

試掘調査で検出した遺構とし

ては、丘陵の最も川よりの位置

に突出 している小突起部で検出

した溝状遺構が唯―の遺構であ

った。断面 (第 23図 )のみの確

認であったが、丘陵本体と小突

起部分をこの溝状遺構により切

り離す意図があるように思われ

たので、この小突起部分が古墳

または古墓であると予想 して本

調査に入った。わずかな表土を

取 り除いて地山 (岩盤)を露出

させたが予想に反 して埋葬施設

などの遺構は検出されなかった。

調査前と調査後で地形はほとん

ど変化 していない。

遺構と遺物

溝状遺構 (第 24図 )

試掘調査で検出した溝状遺構

全体の規模は、確認された部分

の長 さが6.2m、 最も広い部分の

幅が1,7mで ある。断面形は逆台

形であるが、遺構の南端近くは

浅すぎて不明瞭である。遺構の

南端から1.3mま でが平坦でテラ

ス状になっている。その北は段

がついて低 くなり、北へ向かっ

てゆるやかな下 り傾斜が続 く。

下端から1.6mの 地点でわずかに

東へ曲がり、標高25mま で続く。
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第24図 クボ山遺跡

溝状遺構等実測図

(S=1/60)
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第23図 クボ山遺跡 基本土層図 (S=1/100)



≪

0                 10Cm

第25図  クボ山遺跡 出土遺物実測図 1(1～ 6・ 8:S=1/3,7。 9iS=1/4)
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溝状遺構下方の「窪み」(第 24図 )

溝状遺構のほぼ北側延長線上、下端から2.4m北、比高にして60cm下 った位置に小さな窪みが見ら

れた。自然地形か人為的な造作の跡か判断がつきかねたが、遺構の可台酵陛があるものとして掲載する。

窪みの上場は長径 lmほ どの東西に長い楕円形と思われるが、地山の風化が著しく本来の地形は

わからない。底部は面にならず、東西に長い溝状であるため、南北方向の断面はV字状を呈する。

底部の清状部分は、くびれている東端部分を除くと東西の長さが28cm、 幅は 2 cm未 満である。窪み

の北側 (谷側)には断面V字状の小さな溝がつき、北の谷側へ抜けている。確認できた長さは約40

cmで 、窪みの側 (南)か ら谷側 (北)へ向かってゆるやかな下り傾斜となる。両端のレベル差は 2

cm程度である。

遺物の出土状況 (第22図 )

第22図は、遺物のうち炉壁片の出上位置を「・」で示している。炉壁の破片は溝状遺構の下方の

「窪み」付近で多数出土した。このため、当初炉壁と「窪み」、清状遺構の関連が予想されたが、炉

壁は反対側の南斜面や、丘陵頂部にも一部散らばっていた。

炉壁以外の金属関連遺物には、試掘調査時に平地部から出土した鉄滓がある。

溝状遺構の南端から少し南西へずれた位置で、陶磁器類が表土中からまとまって出土した。南東

斜面からは、移動式竃やはんどの底部が出土した。移動式電 (第 25図 7)は、焚き日、把手、煙突

のすべての部位が、格子目のある内面を上に向けた状態で出土した。仮に完形の品が廃棄後に潰れ

第26図  クボ山遺跡 出土遺物実測図 2(S=1/4)

たのであれば、上向きの破片と下向きの破片が混在した状態で出土するはずなので、本品は破片に

なった状態で廃棄された可能性が高い。上部が欠損したはんど (9)は、底部を真上に向けて倒立

させた状態で出土した。底部の破片の下にも、大きめの破片が 1点残されていた。

出土遺物 (第25～33図 )

第25図 1～ 7は 「大津焼」製品である。「大津焼」は調査区下流の出雲市大津町を中心とする地

域で盛んに生産された焼き物で、表面全体にススを吸着させて灰黒色に仕上げるのを特徴とする。
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第27図 クボ山遺跡 出土金属製品実測図

(1～ 21S=1/2,3iS=1/1)

外型を使用して成形 されるため、

外面には土師器のような調整の

痕跡が残 らない。器種は、火に

関係する生活用具が多い。当遺

跡出土の大津焼製品も、すべて

火に関係 したものである。

1。 2は火消 し壼の蓋と身の

セットである。 3は火鉢で、径

2 cmの 通気用の孔 を複数持つ。

当遺跡出土品は遺存状況が悪い

が、本来は孔が等間隔で付けら

れていたと思われる。日縁部内

面に、器を支えるための突起が

第 3表 クボ山遺跡 遺構外出上金属器観察表

挿図番号
(写真図版 )

出土地点
遺物名
(名称 )

計測値 (mm)
長×幅×厚

重量 (g) 遺存度 形態的特徴 備考

27-1
(13)

地山面
鉄器

釘または楔
106〉(14)(15 79.67 1/2以上 頭部欠損

27-2
(13)

試掘調査 鰐
鏃

32×27× (5) 2.81 1/2以上
無茎

五角形
目釘子とが確
認できない

27-3
(13)

地山面
鋼製品

銭
23×23× 1.5 2.55 完形

つく。頸部に帯状に付着 していた酸化鉄の痕跡から、 2条の針金を巻き付けて使用されたことがわ

かる。本品が火熱で急膨張 して破裂するのを防ぐために、針金で締め付けた痕跡であるう。同種の

火鉢の焚き口部分が 4である。復元 した口径が 3よ り大きく、針金の痕跡も無いので、別個体であ

るう。 5。 6は火鉢の口縁部と底部である。表面の凹凸は熱を放射する面積を増大 させるためのも

のであろう。 7は把手と煙突を持つ移動式竃である。把手直上には、針金を巻き付けるための沈線

が一周 している。内面には、櫛状工具によると思われる格子目が等間隔に施 される。亀の器体から

器への熱伝導を促進するためと推測 される。 8は、多量に出土 した陶磁器の中で、19世紀に遡る可

能性のある磁器碗である。 9は逆置きの状態で出上 したはんどである。

第27図 は金属器である。 3は寛永通宝である。裏面は無文字。表面の「寛」「賓」の字体から新

寛永と判明する。 1と 3は本調査部分の斜面に密着 した位置で、 2は試掘調査で出上した。

第29～ 33図は鉄関連遺物である。穴澤義功氏の指導を受けた肉眼観察で、大部分が鋳造炉の炉壁

であると予想 された。他に羽口が数点、離れた試掘坑から出土 した鉄滓 (流動滓)1点がある。こ

れらの中から7点 を冶金学的分析に供 し、うち 6点について、ガラス化 した部分の結晶や付着 した

鉄・サビ等 (6。 クボ山遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査.216P)か ら、鉄の鋳造炉の炉壁、

及び羽口であるとの結果を得た。砂鉄を高温操業で製錬 して作られた鉄塊を搬入して原料とし、当

遺跡で溶解・鋳造を行ったのである。試料に付着 した木炭などから、燃料はクヌギなどの広棄樹を

使用していることが判明した (6.ク ボ山遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査.216P)。
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灰褐色

0                 10cm

第32図  クボ山遺跡 鉄関連遺物実測図 4(S=1/3)

粘上の継ぎ目がよく残っている遺物 (10～ 17)に恵まれたため、きれいに切 りそろえられた粘土

単位を積み上げて炉壁を構築 した過程がよくわかる。炉壁・羽国とも胎土に籾殻を多量に混入して

強度を高めている。籾殻はジャポニカ種で、完熟 していない籾を使用している (第31表。204P参照)。

被熱の程度はさまざまで、ガラス化 して内面の垂れが強いもの (4。 18。 23な ど)か ら被熱の弱い

もの (2・ ■など)ま である。補修痕のある8点 (18～ 24。 26)は、いずれも被熱が強 くガラス化
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第33図  クボ山遺跡 鉄関連遺物実測図 5(S=1/3)

しており、傷み方が早かったことがわかる。炉壁は炉の様々な部位を含んでおり、羽口付近と推定

される15。 20や 、炉床近くと見られる8・ 9・ 22・ 25が ある。特に、分析試料に供した 9・ 25に は、

剥離した炉床面の形状がよく残っている (第33・ 34表。206。 207P参照)。

羽口は4点を掲載している (28～ 31)。 炉壁の胎土と異なる土が用いられている可能性が予想され

たが、分析試料 6(羽口)の肉眼観察では、胎土・混和物ともに炉壁と大差なく、炉壁と羽日は一

体で作られたと推定された (第 36表。209P参照)。 試料 6の化学組成の分析でも、炉壁 (試料 1、 4)

‐ひ

鬱
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第
9表

 
ク

ボ
山

遺
跡
 

鉄
関

連
遺

物
一

般
観

察
表

構
成

No
遺

物
名

地
区

名
計

測
値

(c
m)

重
量

(g
)
磁
着
度

メ
タ
ル

度
備

 
考

分
析
番
号

長
さ

幅
厚

さ

1
炉

壁
 (
溶

解
炉

)
南

斜
面

9.
4

4,
1

28
7.
7

つ 々
な
 

し
分
析

資
料

No
.1
、

詳
細
観

察
表

参
照

1

炉
壁
 (
溶

解
炉

)
P.
No
.3
5

12
.0

つ 々
28
4.
5

な
 

し

内
面

が
薄

く
滓

化
し
て

、一
部

が
発

泡
気

味
の

炉
壁

片
。
内

面
の
本

炭
痕

は
上

下
方

向
が

目
立

つ
。
小

さ
な
錆

ぶ
く
れ

が
点

々
と
固

着
す

る
。
胎

土
は
籾

殻
を
多

量
に
混

じ
え
た

粘
土

質
で
、石

粒
も
散

在
す

る
。
被

熟
は
や

や
弱

い
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

)
P,
No
.2
8

9.
5

10
.2

つ 々
32
4.
2

な
 

し
内
面

が
黒
色

ガ
ラ
ス
化

し
た
炉
壁

片
。
上
端

部
は
滓

が
棚
状

に
張

り
出
す

。
内
面

は
木
炭

痕
の
残

る
波

状
で
、一

部
の
錆
色

が
強

い
。
胎

土
は
籾
殻

を
多
量

に
混

じ
え
た
粘

土
質

。

4
炉

壁
 (
溶

解
炉

)
P,
No
.2
7

14
.6

5。
4

44
3.
0

な
 

し

内
面

が
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て
垂

れ
の

強
い
炉

壁
片

。
内

面
の

右
半

分
は
大

き
な
波

状
と

な
る
。
黒

色
ガ
ラ
ス
化

部
分

は
滓

化
が
進

み
、
狭

れ
る
よ
う

|こ
溶

け
落

ち
て
い

る
。
胎

土
は

前
者

と
同

じ
で
、僅

か
に
淳

粉
が
含

ま
れ

て
い
る
。

5
炉

壁
 (
溶

解
炉

)
P.
No
.3
5

6.
8

9,
8

つ ０
20
1.
9

な
 

し

内
面

が
淳

化
し
て

、表
面

の
8害

Jほ
ど
が
錆

色
と
な
っ
た
炉

壁
片

。
左

側
部

寄
り
は
黒

色
ガ
ラ
ス
質

。
胎

土
は
前

者
と
同
様

で
、
よ
り
被

熱
が
強

く
、ひ

び
割

れ
か

ら
滓

が
貫

入
し
つ

つ
あ
る
。

6
炉

壁
 (
溶

解
炉

)
P.
No
.3
5

7.
2

8.
6

43
2.
0

1
な
 

し

厚
み

を
も
っ
た
炉

壁
片

。
内

面
が
最

大
5.
5c
m以

上
の
厚

さ
に
淳

化
し
て
木

炭
痕

が
や

や

激
し
い

。
淳

質
は
く
す

ん
だ
濃

緑
色

と
な
る
。
左

側
部

の
木

炭
痕

の
一

部
に
本

炭
が
残

る
。

裏
面

の
炉

壁
胎

土
に
は
横

方
向

の
亀

裂
が
生

じ
、粘

土
単

位
の
接

合
痕

の
可

含
摯
14
あ

り
。

7
炉

壁
 (
溶

解
炉

、炉
壁

炉
底

)
9.
9

9,
7

5.
5

35
0,
7

1
な
 

し

内
面

全
体

が
激

し
く
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て

い
る
炉

壁
片

。
木

炭
痕

も
突

き
刺

さ
る
よ
う

1こ
残

さ
れ

て
い
る
。
胎

土
は
籾
殻

を
多
量

に
混

じ
え
た
粘

土
質

。
裏
面

は
上

下
で
被

熟
差

を
も
つ

。
上

部
は
褐

色
で

、下
部

は
濃

茶
褐

色
6

8
炉

壁
 (
溶

解
炉

、 炉
壁

炉
底

)

】
ヒ 狽

!

斜
面

下
11
.8

5,
4

46
3.
7

つ ０
な
 

し

内
面

が
滓

化
し
て

中
段

が
横

方
向

の
棚

状
と
な
っ
た
炉

壁
片

。
滓

化
し
た
表

皮
は
下

端
部

を
除

き
灰

色
か

ら
灰

白
色

と
な
る
。
風

化
色

も
加

わ
っ
て
い

る
可

能
性

が
強

い
。
胎

土
は
籾

殻
を
混

じ
え
た
も
の

で
、部

分
的

に
く
す

ん
だ
色

調
と
な
る
。
下

半
部

の
1/
3は

遠
元

色
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、炉
壁

炉
底

)

表
上

北
斜

面
11
9

9,
9

5,
8

59
4.
1

2
な
 

し
分
析

資
料

No
.2
、

詳
細
観

察
表

参
照

2

10
炉

壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

10
.8

10
.3

30
4.
1

1
な
 

し
内
面

が
滓

化
し
て
浅

い
本
炭
痕

を
残

す
炉
壁

片
。
滓

化
は
最

大
1.
5c
m程

度
と
薄

く
、 裏

面
は
胎

土
部

分
が
広

い
。
胎
土

は
籾
殻

を
混

じ
え
て
お
り
、横

方
向
に
緩

や
か
な
粘
土

単
位

の
接
合

痕
が
残

さ
れ

て
い
る
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

11
.8

16
1

4.
2

54
5.
5

な
 

し

内
面

が
く
す

ん
だ
濃

緑
色

に
滓

化
し
て

、小
さ
な
垂

れ
や

木
炭

反
が
共

存
す

る
炉

壁
片

。
部

分
的

に
滓

が
棚

状
に
張

り
出

し
、
左

下
の

部
分

に
は
錆

が
固

着
す

る
。
裏

面
に
は

多
量

の
籾

殻
と
石

片
や

滓
片

を
混

じ
え
た
胎

土
が
露

出
す

る
。
被

熱
は
や

や
弱

く
、茶

褐
色

気
味

と
な
る
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、 接
合
痕

付
き

)
11
.0

16
.4

55
69
0.
8

1
な
 

し

下
端

部
に
水

平
に
切

り
揃

え
ら
れ

た
接

合
部

を
残

す
炉

壁
片

。
内
面

は
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て
木

炭
痕

が
激

し
い

。
一

部
に

2 
cm
大

の
黒

鉛
化

木
炭

が
固
着

す
る
。
裏

面
に
は
籾

殻
を
混

じ
え
た
ひ

び
割

れ
の

目
立

つ
胎

土
が
露

出
す

る
。



― 篤 ―

炉
壁
 (
溶

解
炉

、接
合

痕
付

き
)

P,
No
.3
3

14
.8

45
5.
8

1
な
 

し

内
面

が
滓

化
。 発

泡
し
て
灰

褐
色

と
な
っ
た
炉

壁
片

。
木

炭
痕

も
部

分
的

に
強

い
。
裏

面
に
は
籾

殻
を
多

量
に
混

じ
え
た
粘

土
質

の
胎

土
が
露

出
し
て

い
る
。
接

合
痕

は
斜

め
左

上
に
の

び
て
お
り
、
水

平
方

向
を
示

す
胎

土
中
の
籾

殻
痕

の
流

れ
と
は
異

な
っ
て
い
る
。

14
炉

壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

南
斜

面
9.
0

5.
8

31
8.
3

1
な
 

し

上
端

部
に
水

平
に
切

り
揃

え
た
接

合
痕

を
残

す
炉

壁
片

。
内

面
は
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て
や

や
棚

状
と
な
っ
て

い
る
。
木

炭
痕

は
残

る
が

、
全

体
的

に
は
不

明
瞭

。
内

面
の
突

出
部

は

錆
色

と
な
る
。
胎

土
は
籾

殻
を
多
量

に
混

じ
え
た
も
の

。
上

下
逆

の
可

能
性

も
あ
り
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

北
東

部
窪

み
18
,9

4.
2

73
0.
6

1
な
 

し

前
者

と
同

様
、上

面
に
水

平
に
切

り
揃

え
た
接

合
痕

を
残

す
大

型
の

炉
壁

片
。
内

面
は

左
右

で
ガ
ラ
ス
化

の
調

子
が
異

な
り
、 大

き
く
三

種
類

の
質

感
か
ら
な
る
。
右

側
端

部
寄

り
は
無

光
沢

で
黒

褐
色

の
発

泡
部

で
、羽

口
周

り
の
滓

化
の

特
色

を
も
つ

。
中
央

部
分

は

幅
7c
m前

後
が
黒

色
ガ
ラ
ス
質

と
な
り
、
や

や
棚

状
の

特
徴

と
な
る
。
左

側
は
発

泡
し
て

淡
茶

褐
色

と
な
る
。
胎

土
は
多
量

の
籾

殻
を
混

じ
え
て
お
り
、一

部
に
亀

裂
が
生

じ
て
い
る
。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

つ 々
10
.2

4.
8

47
0.
0

1
な
 

し

下
端

部
に
水

平
方

向
の
接

合
痕

を
残

す
炉

壁
片

①
内
面

は
黒
色

ガ
ラ
ス
化

し
て
垂

れ
や

木
炭
痕

に
よ
る
窪

み
が
や
や
激

し
い

。
黒

色
ガ
ラ
ス
化

は
表

面
主
体

で
、厚

み
は
比

較
的

薄
い

。
胎

土
は
籾
殻

を
多
量

に
混

じ
え
て
お
り
、籾

殻
全

体
の
方

向
と
破

面
の
接

合
痕

と
は
ズ
レ
を
も
つ

。
な
お
、上

端
部

寄
り
に
も
接

合
痕

が
読

み
取

れ
、 高

さ
方

向
は
9c
m前

後
の
幅

を
も
つ

。

● イ
炉

壁
 (
溶

解
炉

、 接
合

痕
付

き
)

表
土

北
斜

面
10
.8

７ ′
40
9。

3
2

な
 

し

裏
面

の
中
段

部
分

に
切

り
揃

え
た
接

合
痕

を
残

す
炉

壁
片

。
下

端
部

は
最

大
厚

み
が

6c
m近

く
あ
り
、 補

修
痕

ら
し
き
重

層
部
分

が
確

認
さ
れ

る
。
内
面

は
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て

や
や
小

振
り
の
木
炭

痕
が
散

在
す

る
。
胎

土
は
他

と
同
じ
で
、 被

熱
は
灰

褐
色

と
強

め
と

な
る
。

18
炉
壁
 (
溶

解
炉

、 補
修

)
8.
6

8.
7

3.
9

18
0.
5

2
な
 

し

内
面

が
重

層
し
た
補

修
炉

壁
片

。
上

面
か
ら
右

側
面

に
は
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
た
面

が
き
れ

い
に
重

層
し
て
い

る
。
内
面

は
や

や
垂

れ
が
強

く
、
筋

状
と
な
る
。
炉

壁
胎

上
の
被

熱
は
、

補
修

の
前

後
で
か
な
り
異

な
っ
て
い
る
。
当
初

の
炉

壁
は
籾

殻
を
混

じ
え
た
強

い
粘

土
質

の
も
の
で
、 茶

褐
色

に
被

熱
し
て
お
り
、 後

者
は
や

や
キ
メ
が
細

か
く
、 被

熱
は
灰

色
と
な
る
。

胎
土

の
差

に
よ
る
発

色
差

で
あ
る
う
。

19
炉

壁
 (
溶

解
炉

、補
修

)
排

土
10
.0

6.
1

42
0,
9

2
な
 

し

裏
面

の
中
段

に
水

平
方

向
に
切

り
揃

え
ら
れ

た
接

合
痕

を
も
つ

炉
壁

片
。
内
面

の
黒
色

ガ
ラ
ス
化

し
た
層

が
重

層
す

る
補

修
炉

壁
。
内
面

そ
の
も
の
は
補

修
の
前

後
と
も
黒

色
ガ

ラ
ス
化

し
て
い
る
が
、 裏

面
に
残

る
籾
殻

を
多
量

に
混

じ
え
た
胎
上

部
分

の
発
色

は
大

き
く

異
な
る
。
当
初

の
面

が
赤

褐
色

で
、 補

修
面

が
灰

褐
色

と
な
る
の
は
前
者

と
同
様

。

炉
壁
 (
溶

解
炉

、 補
修

)
Po
No
.3
6

10
.1

24
5,
8

2
な
 

し

下
端

部
の
破

面
を
中
心

に
重

層
が
確

認
で
き
る
補

修
炉

壁
片

。
内
面

の
7割

ほ
ど
が
黒

色
ガ
ラ
ス
化

し
て
一
体

と
な
っ
た
も
の
で
、 補

修
痕

は
部

分
的

に
残

る
の
み
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と成分が近似 しているとの結果を得ており (6.ク ボ山遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査.216P)、

肉眼観察の結果と合致した。羽口も炉壁も同じ胎土を使用したことは確実である。ただ、炉壁を補修

した部分では、補修前と補修後とで異なる胎土が使われた (18～ 21)。

炉壁とは離れて試掘坑から出上 した製錬滓は、製錬された鋳造原料に混 じって、原料の供給元=

製錬元から搬入された可能性が考えられる (6.ク ボ山遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調査。215

～216P)。

まとめ

鋳造炉壁の出上により、原料を搬入して当地域で鋳造が行われていたことが明らかになった。県

内で 5箇所目の鋳造関連遺跡である (第 33表 .206P参 照 )。 溝状遺構等の遺構と炉壁の関係について

は、両者を関連づける根興が乏しかったため、遺構から鋳造の実態に迫ることは今後の課題として

残された。
(5)

宝暦 4(1755)年の「神門那高指出帳」には鋳物に関係する記事は現れない。また、昭和30年頃

に調査された村内各戸の屋号にも鋳物にかかわるものは見られない。ただし、畑ノ前遺跡すぐ南の

字大谷地内では、通称地名「たたら谷」が確認されている。当遺跡の鋳造原漑はこの「たたら谷」

で製錬されたものが搬入されたと考えられる。(6.ク ボ山遺跡出土鋳造関連遺物の金属学的調

査.215～ 216P)

一方で、当遺跡の鋳造業は文献・屋号・地名のいずれにも痕跡をとどめていない。操業開始時期

が宝暦年間以後で短期間の内に廃絶した可能性が考えられる。

鋳造炉の操業時期は、確実な共伴遺物がないため確定できないが、出土した陶磁器や銭貨を参考

にするならば、江戸時代以後の可能性が高い。前掲の「神門郡高指出帳」では、鋳物師や製鉄関連

の記載は現れないので、当遺跡での操業は「指出帳」作成以後に始まった可能性もある。

註

(1)上津郷土誌編纂委員会編『上津郷土誌』上津地区自治会、1993年 3月

(2)難波洋三「市坂の土器作り」『京者【大学埋蔵文化財研究センター紀要』Ⅶ 1989年 (102～ 105頁 )

(3)当遺跡の発掘調査に参加した秦幸正氏 (中国建設弘済会)の御教示による。

(4)当教育委員会職員西尾克己の教示による。

(5)前掲『上淳郷土誌J45P所引。

(6)『上津村誌』簸川郡上津村 上津村誌編纂委員会 1955年 3月 発行 1956年 3月 印刷190P。
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第 4節 菅原 Ⅱ遺跡

1.調査の概要

この遺跡は菅原集落の南方に位置し、東西に伸びる小 さな谷を挟んだ左右の低丘陵及び斜面に存

在する。所在地は出雲市船津町1369-1他で、クボ山遺跡の西方にあたり、谷北側にある低丘陵の

尾根には市道が通っている。調査対象地は市道北側斜面を 1区、南側斜面を2区、谷南側の丘陵斜

面を3区の 3ヶ 所である。当初、 1・ 2区から調査に入る予定であったが、この地に立ち退きの民

家が存在していたため、 3区から行うことになった。

3区の調査は1600∬ あまりを対象に平成14年 10月 18日 ～平成15年 1月 17日 にかけて実施 した。そ

の結果、調査区西側から建物跡、加工段、土坑等がまとまって検出した他、中央部からも建物跡や

土坑が見つかった。これらの建物跡は出雲市では出土例の少ない古墳時代中期のもので注目される。

一方、 1・ 2区の調査は平成15年 4月 7日 ～ 8月 20日 に行った。 1区は民家の建設及び耕作地によ

って地形が改変 されていたため、遺構としては中世の上坑や時期不明の加工段、土坑、ピットを検

出したにとどまった。また、 2区 も1区 と同様に開墾や民家のため地山が削られていたため明確な

遺構は見つけることができなかった。ただ、畑を開墾する際に二次的に堆積 した暗褐色粘質土の中

から縄文時代の石鏃、石斧、古墳時代の土師器、須恵器、等が混在 して出土 した。これらの遺物は、

5世紀から6世紀初頭のものが比較的多く、特殊なものとして石鈴がある。

2.1区の調査

菅原 Ⅱ遺跡北側尾根及び斜面に位置する調査区で、遺物が多く見つかったのは北側の緩斜面であ

る。ここの基本的な土層は耕作上の下に暗茶色粘質土があり、その下方に淡茶色粘質土、茶色粘質

土等が堆積 していた。遺物は淡茶色粘質土を中心に上下の土層から、須恵器、土師器、中世土器、

唐津焼・備前焼の陶磁器、青磁等が混在して出土 した。検出した遺構 としては中世のものと考えら

れる土坑や時期性格とも不明な土坑やピットがあり、北端からは桑を栽培 したときに掘 られた溝が

数本見つかった。また、斜面上方には東方向に伸びている尾根の中央に市道が通っており、この道

に接 して平坦地が 2段にわたって造成 されている。上段は最近まで民家が存在 していたところで、

下段は明治時代に宅地として整地され、現在は畑地となっている。この下段の東端に元の地形がわ

ずかに残っていたため、ここから時期不明の掘立柱の建物跡1基 を検出するとともに、須恵器や土

師器などの遺物が若千出上 した。

1)検出した遺構

土坑 1(第39図 )

調査区北側の急斜面から緩やかな斜面に移る場所から検出したもので、145cm× 95cmの小判形 を

呈 し、深 さは14cmあ まりである。床面はほぼ平らで、10cm～20cm大 の石が4個壁際に近いところの

床直上に置かれていた。また、この土坑の南側50cmの ところからほぼ完形の中世土器1点 を検出 し

た。この上器はイで、土坑の上場とほぼ同じレベルから出上しており、元の位置をさほど動いてい

ないと思われることから土坑に伴うものと考えられる。また、土坑を埋めた土からは中世土器片 と

ともに須恵器の小破片が出土 したが、須恵器片は埋め戻 し時に混入したものと思われる。なお、こ
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第34図 菅原 I遺跡 調査区配置図 (S=1/1,000)

の上坑は中世の墓に小判形の墓羨で床面に自然石を伴うものもがあることから古墓になる可能性を

持っている。

土坑 1に伴う中世土器 (第 39図 -1)は 、回径9。 2cm、 器高2.5cm、 底径4,6cmを 測るjThで ある。底

部はヘラ切 りによって切 り放されており、やや上げ底ぎみになっている。中心部分の器壁はやや薄

く、端に行くにしたがって厚みを増 している。底部から体部にかけては内湾ぎみに上がり、日縁部

の手前でやや外反している。胎土に金雲母を合み、焼成はやや不足ぎみである。この土器は蔵小路

Ⅲ期に近い形態を呈 しており、15世紀前後のものと思われる。

土坑 2(第39図 )

この上坑は、土坑 1の北東約 2mの位置から検出した95cm× 90cmの 楕円形を呈 したものである。

底は斜面の下方側に寄ったところにあり、径約30cmの ほぼ平 らな床面を持つ。深 さは30cmあ まりで、

中には茶褐色、灰茶褐色、淡茶褐色の粘質土が詰まっていたが遺物は存在 していなかった。性格時

期ともに不明である。

土坑 3(第39図 )

この土坑は、北斜面中ほどの東側から見つかったもので、125cm× 80cmの不整台形状を呈 してい

る。底はやや傾斜 しており、深 さは20cmあ まりを測る。この坑の中には10cm～ 25cm大の自然石が20

個あまり投げ込まれていた。これらの石は床面直上から存在 しており、石の上には地山の土が混っ
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暗茶掲色砂混入土 (耕作土 )

晴茶色粘質土

淡奈色粘質土

茶色粘質土

濃茶色粘質土

黄褐色粘質土 (地山の二次堆積 )

黒掲色粘質上

暗黄掲色粘質土

地山

第37図

―

0                         20m

菅原 I遺跡 1・ 2区 調査後地形及び遺構配置図 (S=1/600)

0                  4m

菅原 Ⅱ遺跡 1区 土層実測図 (S=1/120)
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た土が覆っていた。時期は遺物が出土していないので不明で、性格についても不明である。

加工段 1(第38図 )

南側尾根の東斜面で検出した長 さ4m前後の加工段で、段の高さは15cmあ まりである。平坦地は

長さ3.5m、 最大幅 1。 lmを測り、前面が崩れているものと思われる。上方の壁際に拳大の自然石を伴

う土坑が 2基あり、この部分から須恵器、土師器の小破片が出土 している。また、平坦地の前方に

は一直線に並ぶピットが 3基見つかった。その間隔は1.3mと 1.5mで、ややばらつきが見られるが、

これらの京はいずれも30cm～40cmの深 さを持ったしっかりしたもので、建物の柱穴になる可能性が

高い。ただ、加工段との関係は明確でない。

2)遺構に伴わない遺物 (第40図 )

1区から出上 した遺物の大半は北側斜面の茶褐色粘質土から見つかったもので、その他、南側の

宅地造成地から若干検出されている。 2～ 7は須恵器である。 2は古式須恵器の高lThな いし器台の

口縁部で、推定口径28.Ocmを測る。頸部には 2条のしっかりした断面三角形の突帯が廻 り、短 く外

反 して口縁部にいたっている。口縁部は中ほどにやや膨 らみを持ち、回唇部は丸い。 3～ 5は古墳

時代後期の蓋郭で、 3は天丼部と体部の境に 2本の沈線を廻 らしており、天丼部には回転ヘラケズ

リを施 している。 4・ 5は 1.lcm～ 1.4cmの 立ち上がりを持つ不身で、 4がやや古い様相を呈 している。

6は壷の頸部から口縁部にかけての破片。推定口径12,4cmで 、頸部は外側に大きく反って丸い口縁

部にいたっている。 7は推定口径■.9cm、 高さ4.2cmを 波Iる 不で、底端部の器壁は厚 く、底部から体

部下方にはヘラケズリが施されている。体部から口縁部にかけては若千外反 している。

8は竃の破片である。 9は土師器の郷で、口径12.Ocm、 器高4,2cmを 測る逆「ハ」の字形に開いた

タイプのものである。10は底径4.5cmを 測る中世土器の皿ないし邪の底部片。■は竜泉窯製 (Ⅱ 類 )

の青磁の碗で、外側には蓮弁を削 りだし、その上から櫛目を縦に入れた蓬弁文、内側には草花文と

思われる文様が描かれているものである。12・ 13は備前焼きの胴部片で、14は砥石である。

第38図 菅原 Ⅱ遺跡 1区 加工段 1実測図 (S=1/40)
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暗茶色炭混入土 (地山を少量に含む )

濃茶色炭混入土 (地山を多量に含む )

4 地山

第39図  菅原 Ⅱ遺跡 1区 土坑 1・ 2・ 3実測図
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1 濃茶褐色土

2 暗灰褐色土

3 淡暗葉色土

4 嗜葉掲色土

5 茶褐色土
6 灰褐色土
7 淡灰色土

0                         50cm

(遺構 :S=1/15,遺物 :S=1/3)
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10cm

第40図 菅原 I遺跡 1区 出土遺物実測図 (S=1/3)

3.2区の調査

この調査区は 1区 と市道を挟んだ南側の尾根及び斜面に所在する。西側は民家によって地山が一

部削 り取 られ、東及び南側斜面は表上のすぐ下に地山が存在 していた。遺物は北側中央の尾根で集

中して見つかった。ここの基本的な土層は表土の下に遺物を含む黒褐色粘質土があり、その下に茶

褐色粘質上、地山がある。黒褐色粘質土から出上 した遺物は縄文時代、古墳時代～中世のもので、

縄文時代の石器及び古墳時代の土師器、須恵器が大半を占める。遺構は明確なものは検出できなか

ったが、時期性格共に不明な土坑やピットが30あ まり見つかった。

1)検出した遺構 (第41図 )

今回の調査では、時期性格ともに明らかでない土坑やピットが北側尾根部分から多数見つかった

が、ここでは中から遺物が出土した土坑について述べることとする。

土坑 1

この土坑は調査区北側の尾根部分から見つかったもので、90cm× 80cmの楕円形を呈 している。深

さは40cmあ まりを測 り、底は丸 く窪んでいる。坑の中には茶褐色粘質土及び黒褐色粘質上が詰まっ



ていた。遺物は黒褐色土中から土師器小破片30片あまりを検出した。この黒褐色土は、調査区北側

尾根上に広 く堆積 していた上で多くの遺物を合んでいた層である。

上坑 2

土坑 1の北東約 4mの ところから検出したものである。75cm× 60cmの楕円形を呈 し、東側は新 し

い落ち込みによって切られている。床はほぼ平らで、中には土坑 1と 同じ土が詰まっていた。出土

した土器は須恵器片 1点、 4 cm以下の土師器片30点 あまりである。

土坑 3

土坑 2の北側 4mあ まりのところから見つかった径70cmの不整円形の土坑である。深さは25cmで、

底は丸 く窪み、中に詰まった土層は他の土坑と同じである。遺物は小 さい土師器片が 5点 あまりで

ある。

2)出上 した遺物 (第 43・ 44図 )

1～ 14は古墳時代の土師器である。 1～ 4は重ないし甕の回縁部片で、頸部から口縁部の境の稜

は退化 して丸みを持つ。 1。 2は回縁端部が平らで、 3・ 4は端部が丸い。 1の 回縁部は若千外側に

傾むいて立ち上がっているが、中ほどはやや膨 らみを持っている。 2～ 4はやや外反 して端部にい

たっている。これらの上器は古式土師器の退化した形態を呈 しており、 5世紀代のものと考えられ

る。 5は器台筒部の破片と思われるもので、内面上方は横ナデ、下方はミガキ風の調整が施 されて

いる。 6は全体的に薄い壷甕類の頸部片である。 7～ 14は高邦片。 7・ 8は口径17.Ocm～ 18.5cmを 浪1

る郭部片で、逆ハの字形に外側に開いている。ITh部 の下方には段がついており、上方は日縁部の手

前でやや外反 している。日縁端部は丸 く尖 り、郭部の高 さは4.Ocm～ 4.5cmあ まりである。 9～ 12は

脚部片で、 9は底部径■.5cmを 測 り、内外面ともに赤色顔料が塗 られている。10～ 12は脚の筒部片。

10は外面に赤色顔料が施 され、■ ,12は内部にヘラ状工具でケズ リを施 している。13。 14は 不部

下方の破片で、器壁が厚い。

15～ 24は須恵器片である。15は やや古いタイプの高界の低脚部片で、底部径8。 2cm、 底部高5.lcm

を測 り、内湾 して端部にいたっている。外面にはカキロが施 され、長方形の透かしがあるが、数は

不明である。この高邪は古式タイプの中ではやや新 しいものと思われる。16～ 22は蓋郭片で、16・

17が 身、18～ 22が蓋になる。身はいずれも国径がやや大きく■.5cm～ 12cmを 測 り、立ち上がりの高

斗
本

/
34.3m

土坑1

34.4m

土坑 1・ 2・ 3実測図 (S=1/30)
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さは1.ocm～ 1.3cmで ある。体部下方 には回転ケズリが施 されている。受け部は16がやや上方、17が

ほぼ水平に作 られている。18、 19の蓋は天丼部と体部の境に段が付 くもので、日唇部も響形の段を

有する。19が 18に比べやや退化した形態を呈 している。20～ 22の 天丼部片はいずれも回転ケズリが

ある。22に は窯印と思われる沈線があるが破片のため全体の形は不明である。またこの土器片は身

の底部片になる可能性があるとともに、他の蓋よりやや新 しい形態を呈 している。23は腺の体部片

で、最大径13cmを 浪Iる 大形のものである。下部にはケズリが施 されているが、肩部付近に沈線等の

装飾は施 されていないシンプル作 りとなっている。器壁はやや厚 く、古いタイプの腺になるものと

考えられる。24は新 しいタイプの高邪片である。脚部の中ほどにやや幅広の凹線が 2条廻る。その

上方には透かしを意識 した縦方向の沈線が描かれている。

25～ 27は古墳時代後期～奈良平安時代の上師器である。25は壼の頸部から胴部にかけての破片で、

やや厚手の作 りで、内面にはヘラケズリ、外面の一部にはハケロがある。26は頸部から回縁部にか

けて「く」の字形に屈曲した形態を呈 した破片。27は甑と思われる口縁部片である。28は外面に格

子状のタタキを施 した中世須恵器片で、いわゆる亀山・勝間田系の土器である。外面は淡灰色、内

面は暗茶褐色を呈 し、焼きは硬い。29は土師器の碗で、底径6.2cmあ まりを測る。底部には高さ0.5

cmの断面三角形の高台が廻る。内面の底端には指によって回転ナデが施 され、浅く窪み、体部は薄

作りとなっている。

30～ 40は縄文時代～弥生時代にかけての石器である。30～ 38は無茎石鏃で、それらの石材は30。

36はサヌカイ ト、37が堆積岩、その他は黒曜石である。30は長さ4.4cm、 幅3.3cmを 波よる大形の鏃で

ある。基部のえぐりは浅い円弧状を呈 し、脚部の外側は内湾 している。両側縁にはやや幅広の押圧

剥離による調整加工が施 されている。31・ 32は三角形のえぐりを持つものである。31は長 さ1.9cm、

幅1.4cm、 えぐりの深 さ0.5cmを測 り、両側やや内湾 して丸みを持っている。脚端部は丸い。32は長

さ1.9cm、 幅1.8cm、 えぐりの深 さ0.5cmあ まりである。脚部は先端に向かって尖っている。33～ 35は

浅い円弧状のえぐりを持つものでいずれも先端を欠いているが1.5cm～ 1.9cmあ まりの長 さを持つも

のと思われる。36。 37は平基無茎式で、36はやや細長の二等辺三角形を呈 し、37はやや丸みを持っ

た幅広のものである。38は側縁に調整加工したもので石鏃の未製品になる可能性がある。

39は基部を欠いているが残存長 8 cmあ まりの磨製石斧で、基部より刃部の方が幅が広い。刃部は

蛤刃で石材は安山岩である。40は流紋岩の砥石で両端を欠き2面が使用されている。41は石鉾の丸

靱で、無孔タイプのものである。横の幅4.2cm、 縦の長さ2.8cm、 厚 さ0.6cmあ まりを測 り、石材は黒

色の貢岩である。表面は研磨によって光沢がでている。

4.3区の調査

遺跡周辺の歴史的環境～菅原集落の開発

菅原集落周辺の景観が現在の姿にかなり近 くなったのは18世紀後半であった。

この時期、松江藩直営の大規模な斐伊川治水事業が相次いで実施 されている。それまでは、上津

付近の斐伊川の川筋は上之郷村 (上島町の旧名)山の手と対岸の阿宮山の手の二筋有 り、中間の中

州上に中ノ島村が営まれていた。この中州を破壊 して新たに土手を築 く工事が明和 7(1770)年か

ら安永 2(1774)年 にかけて行われた。砂の堆積による斐伊川河床の上昇に対処するのが目的で、

上津の中之島の他約百箇所にのぼる斐伊川の中州が破壊 された。これにより斐伊川の流路が安定し、
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左岸側土手の外に安定した耕地が生まれ、現在の上島町の基礎となった。

また、上津丸山 (近世上之郷村と船津村の村境であった)か ら下流の来原岩樋にかけて旧来の上

手の内側に鯰尾土手を新設する工事が天明 2(1782)年に完成 している。これは、下流の来原岩樋

の取水口が、やはり砂の堆積で使えなくなりつつあったので、斐伊川主流の西岸に取水用の水路を

新設したのである。上流の上之郷村側に鯰尾土手を新設する工事も、安永 7(1778)年に完成 して

ヤゝる。

菅原地区でも、上津丸山を一部削って、それまで蛇行 していた斐伊ナ||を 直流させる工事が安永 4

(1775)年 に完成 した。新たに築かれた左岸側土手の外には安定 した耕地が生まれ、農村としての

開発の条件がこの時期に整った。

遺跡の位置、原地形と層序 (第45～ 47図 )

3区は、菅原集落の西端と重なる 1区、 2区よりもさらに西側の小丘陵に位置する。民家はなく、

桑畑として利用されていた。

調査区のすぐ西には南西の高丸城から派生する急峻な尾根がひかえ、菅原Ⅲ遺跡 (通称地名奥ザ

コ)と菅原 Ⅱ遺跡を隔てている。調査区東半分は表土直下に赤橙色の地山面があって、現在 と大き

く変わらない小丘陵地形であったと推定されるのに対 し、急峻な尾根と小丘陵にはさまれた調査区

西半分には狭 く深い谷が入り込んでいた。小丘陵の最も高い部分の地山面で標高41.5mで あるのに

対 し、谷底部の地山面は標高35mで、 6～ 7m低かった。この谷に、周囲から灰オリーブ色の土砂

が多量に流れ込 r/1、 1.5m～ 2mの厚 さで堆積 した結果、古墳時代中期までには調査区東半分より 1

～ 2m低い程度のレベルに達 し、現在の地形に近 くなった。灰オリーブ色の堆積土は、周囲の山の

基盤岩が風化 したものである。

この部分を深掘りした トレンチ調査で、灰オリーブ色層から縄文時代の石器が出土 した (第 66図

5・ 6)が、原位置ではなく灰オリーブ系の土とともに流入 してきた可能性が高い。堆積土の下の

地山面からは、遺構は検出されなかった。そして灰オリーブ色土層中からの出土遺物 もこの 2点の

みであったので、調査を灰オリーブ土上面の遺構面 (古墳時代中期)ま でとした。建物 2や加工段

1は、赤橙色の地山と灰オ リーブ色の堆積上の境界付近で検出、土坑2な どは灰オリーブ色の堆積

上の上面で検出した。

遺構と遺物

建物 1(第 48、 49図 )

遺構 調査区中央南寄 りで検出した古墳中期の建物跡である。褐色系の土 (第 49図、Cラ イン 1

～ 4層)を とり除き、赤橙色のよくしまった床面まで掘 り下げた時点で、土坑を3穴確認 した。建

物の山側 (南側)の壁除に 3京が並ぶような配置である。土坑の位置と大きさから、古墳中期の竪

穴住居にしばしば見られる壁際土坑と判断した。床面には太く深い柱穴は見られず、径20cm、 深さ

5 cmに 満たない、ごく浅いピットを検出したのみであった。柱を据えるために掘った本格的な柱穴

ではなく、柱を立てたために重みで地面が沈んで生じた圧痕と見られる。山側の壁から】ヒヘ 2mの

位置で床面がわずかに盛り上がっており (第49図平面図及びCラ イン土層断面)、 これが建物床面の

北端と見られる。但し、Cラ インより西の 2mの 間では、この盛り上がりを平面的に確認すること
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9          1          lpm

第45図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 調査前地形図 (S=1/300)
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第46図 曹原 Ⅱ遺跡 3区 調査後地形及び遺構配置図 (S=1/300)
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ができなかった。

この盛 り上がりを建物 1の北辺とすると、建物 1は南北

方向の長 さ2mに対 し東西方向は 6mと いう、細長い長方

形の平面形になる。造成 された平坦面の範囲もここまでで

あり、谷側に上を盛って平坦面を広 くするなどの加工は行

われなかったと思われる。仮に、建物 1が方形で盛 り上に

より平坦面が造成 されたと想定した場合は、同時期の遺構

である土坑 1を建物 1の床面が覆って しまうことになる

が、建物 1の床土が土坑 1に侵入しているという状態 も見

られない。建物 1は、谷側に広がることなく長方形であっ

たと考えられる。

東端には床面よリー段高い、1.5m× 0,6mの ステップ状の

平面が造成 されていた。

当初はこの面を最終の床面と判断 していたが、サブ トレ

ンチによりさらに深 くなることが判明した。地山を削 り出

した建造当初の床面の上に、赤褐色ブロックを多量に合む

よくしまった褐色の土が盛 られていたのである (第 49図A

ライン6層 )。 この、貼 り床土を取 り除いた当初の床面で

は、壁際土坑 1～ 3の北の壁際にもう1基の壁際土坑が作

られていた。埋土は、他の 3基が自然に雄積 したと見られ

るしまり悪い褐色系の上であるのに対 し、土坑 4だ けは灰

黄色のよくしまった粘上であった。自然堆積ではなく、建

物の改修に際して貼り床を行った際に、床面が陥没 しない

よう人為的に充填 した土と考えられる。

土層及び遺物の出土状況 1層・ 2層 は表上であり、無

遺物層である。 3層はしまりの悪い暗灰褐色上である。そ

の下の4層 は、壁面が崩れたと見られる地山ブロックを含

んでおり、山側の壁際に堆積 している。 5層は壁除土坑 1

の埋土である。しまりが悪い暗褐色土で、自然堆積である

う。建物廃絶後、最初に壁際土坑内に 4層が堆積 し、次に

地山ブロックを含んだ 4層が堆積し、その後 3層 が徐々に

堆積 した。遺物の多くは 4。 5層 より上の 3層か ら出土 し

たので、出上位置が山側に寄っている遺物ほど出土位置が高くなる (第49図Aラ イン)。 ただ、この

傾向に反して山側壁際にもかかわらず低い位置から出土した遺物が2点存在する。壁際土坑 1の上

面及び埋土 (5層 )か ら出土した 1・ 3。 17で ある。 4・ 5層で出土したこの 3点については、直接

建物1に伴う遺物である可能性が高い。

しかし、この 2点以外の遺物はすべて 3層からの出上であり、建物廃絶後しばらく時間をおいて

からこの場所にもたらされたものである。従って、これらは建物 1に伴う遺物ではない。廃絶した
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第47図 菅原Ⅱ遺跡 3区 基本土層図
(S=1/100)
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建物跡が完全に埋没せず窪みとして残っていた時期に、土器の廃棄場所として利用されたのである

つ。

遺物の出土状況は、多数の上器が集中的に捨てられ、累積したような状態ではなかった。全体に

散漫で広 く薄い出土状況であるが、以下に挙げるように近い位置から出土 した遺物の器種をみると、

17・ 10(と もに甕)|、 11(甕 )・ 19(高イ)|、 12(甕 )。 13・ 15(高郷)|、 14・ 6(甕 )。 14・ 18

(高邦)|、 116・ 20(高邦)|、 15・ 8(甕 )・ 21・ 22(小型丸底壷)|と なっている。いずれも異なる

器種の遺物同士が近接 した位置から出土 しており、特定の器種が特定の場所に集中する出土状況で

はない。

器種構成 建物に伴 う遺物は甕 2点、高邪 1点である。いずれも小片で、完形にはなりえない。

壁際土坑 1か ら出上した上器片は他にもあるが、いずれも接合 しなかった。建物存続時に使用され

ていた土器は、おそらく使用に耐えるものは持ち去 られ、 1,3・ 17は その拾い残 しであるう。こ

れら3点を除くと、図化した資料は甕■点 ,高郷 9点 ,小型壷 3点の構成になり、食膳具と煮炊き

具を均等に含んでいる。貯蔵具は、小型壺 3点 と少ない。

遺物 (第 50、 51図 )甕 は、退化 した複合口縁を持つ物が多く (1～ 8)、 いずれも口縁中位に

稜がつ く。単純口縁の甕も少数含まれる (9・ 10)。 内面の頸部直下からただちにヘラケズリし始

めるものは少数で (5・ 8)、 多くは頸部直下を押 さえたりなでたりしている。高不は、イ部が椀形

のもの (12)や 、形骸化した段をもつもの (13)が ある。郷部と脚部の接続は、粘土塊を充填する

ものが多い (14～ 18)。 ttl部 は、残っているもので径2.5cm～ 2.8cmと 細いが、19は例外的に 4 cmと 太

い。また、郭部と脚部を別途製作して接続 していることがわかるのは19と 24の みで、脚部上面が邦

部を貫通 してイ底部内面まで達している。胎土も、他の遺物が浅黄橙色に対 して19は赤みを帯びた

橙色で、他からかけ離れている。他に、小型の直口壷 (お そらく丸底か)が 3点 (21・ 22。 25)出

上 している。21・ 25は精選された胎土を使用して赤彩されるのに対 し、22は赤彩されない①外面の

胴部最大径付近にハケメ調整が集中し、同じ位置の内面には指押さえの痕跡が集中する。胴下半部

をふくらませ、安定させるための調整か。

須恵器は含まれていないが椀形の高邦があること、甕の複合口縁の退化が進んでいることから、

これらの遺物の時期は松山編年 4期に位置づけられる。

建物 1の性格 全体が細長く、谷側に盛 り上をしないこと、ピットも細く浅いので、上屋構造も

簡易なものであったと推測される。また、通常竪穴住居で確認される壁体溝が無い。遺構に直接関

係する遺物は少量で、遺物から建物の性格を類推することは難 しい。ただ、改修後の建物 1床面に

は、壁際土坑が3穴並んで作られており、床面積10.4ごのうち壁際土坑の占める面積が0.5ド (4.8パ

ーセント)と 高い。

土坑 1(第52図 )

遺構 建物 1の北端から2m下方で検出された径 lm、 深さ50cm弱の上坑である。検出面の標高

は、建物 1の床面40.8mよ り40cm低 い40,4mで ある。底面近くから 1。 2が 、上面から 3・ 4・ 6が そ

れぞれ出上 しており、中位に20cm大の石を含んでいる。底面付近の埋土は特に土器片を多く含んで

おり、湿った灰のような触感があった。上坑内で火が使用され灰が溜まったか、あるいは他の場所

で生じた灰をここに捨てた可能性が考えられる。
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0                 10cm

第51図 菅原 I遺跡 3区 建物 1出土遺物実測図 2(S=1/3)

遺物 (第 53図 )

甕は頸部の破片が 1点のみ (1)で、他は高不が4点にのぼり (2～ 5)、 高邦に偏した器種構

成である。不部と脚部の接続法がわかる2・ 3は ともに不部と脚部を別途製作してつなげているが、

第51図 19と 異なり脚部の上面が郷部内面に到達していない。 2・ 3・ 5の外面には赤彩が見られる。

4は、赤褐色粒を多量に含む橙色の胎上であるが、外面に浅黄橙色の土を薄く塗りつけている。こ

の化粧土は赤褐色土を全く含んでいない。6は器種、天地とも不明の小型土製品である。何らかの

器を模したミニチュアであろうか。使用されている胎土は赤みがかった橙色である。

第10表 菅原 I遺跡 建物 1出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別

値
径
高
径

測
日
器
低

計
①
②
③

形態の特徴 調整・文様の特徴 色調 胎土 備考

50--1
(32)

4～ 5層
土師器
甕

①(16.2)

② (9.5)

外面1日縁横ナデ、顕不明、胴ハケロ
内面1日縁横ナデ、頸指オサエ、

胴ヘラ削

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(24n以下の石英、
金雲母、黒雲母、
褐色粒を含む)

50--2

(32)
3層

土師器
甕

①(17.4)

② (6.9)

外面 日縁積ナデ、顕～肩
ハケロ後横ナデ、lRハ ケロ
日縁積ナデ、肩ナデ、llヘラケズリ内面

外 淡黄褐色～

淡橙褐色

淡橙褐色内

やや密
(211以下の白色の
砂粒を多く合む)

口縁部にスス

付着

50--3
(33)

4～ 5層
土師器
甕

①(20.0)

②(65)

外面:回縁・頸横ナデ、

内面:日縁・横ナデ、頸直下

指オサエ、胴ヘラケズリ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや密
(多量の石英、
赤褐色粒、黒雲母、
金雲母を含む)

50--4

(33)
3層

土師器
甕

①(240)

② (7.6)

外面 口縁横ナデ、
胴ハケロ後横ナデ

胴ヘラケズリ、不明内面

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(1血以下の石英、
金雲母、黒雲母、
褐色粒を多く合む)

外面にスス

付着

50-5
(32)

3層
土師器
甕

①(220)
②(4.4)

外面 :口縁横ナデ

内面 :口縁不明、

胴・ヘラケズリ

外

内
淡灰褐色
淡黄褐色

やや粗
(1硼以下の石英、金宴母、
黒雲母、掲色粒を合む)

外面にスス

付着
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50--6

(33)
3層

上師器
甕

①(21.0)

② (4.9)

面

面

外

内
横ナデ
ロ縁横ナデ、
胴ヘラケズリ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(2 mm以下の砂粒
を多く合む)

50--7

(32)
3層

工師器
甕

①(21.0)

② (3.0)

外面:口縁横ナデ、胴ハケロ

内面!口縁不明、
胴ヘラケズリ

外 淡黄褐色～

淡赤褐色
淡黄褐色内

やや粗
(1血以下の石英、金宴母、黒
雲母、褐色粒を多く合む)

50--8

(32)
3層

土師器
甕

①(16.0)

②(72)

面

面

外

内

回縁横ナデ、頸ハケロ
ロ縁ハケロ後横ナデ

胴ヘラケズリ

琳

有
淡灰褐色
淡灰褐色

やや密
(2 mm以下の石英、金雲
母、褐色粒を多く含む)

面

着

琳

寸

にスス

50--9

(32)
3層

土師器
甕

①(18.8)

②(82)

面
面

外
内

不明
口縁横ナデ、
胴ヘラケズリ

色
色

橙
橙

黄
黄

浅
浅

外
内

粗
(石英、金雲母を合む)

内画面とも

表面剥離

50--10

(33)
3層

土師器
甕

①(164)

②(56)

外面:不明
内面:日縁横ナデ、顕ハケロ

胴ヘラケズリ

外

内
淡黄褐色
灰褐色

粗
(3m以下の石芙、
金雲母、褐色粒を多く含Lh)

表面剥離

50--11

(33)
3層

土師器
甕

②(4.4)
面

面

外

内
横ナデ、ハケロ
ヘラケズリ

外 :淡灰褐色
内 :淡橙褐色

やや密
(3 mm以下の砂粒を
多く合む)

外面にスス

付着

50-12
(33)

3層
土師器
高lTh

①(144)

②(10.0)

③ 8.8

面

面

外

内

ハケロ後横ナデ
脚シボリロ残存 外 :橙色

密

50-13
(33)

3層
土師器
高邦

②(4.4)
面
面

外

内
横ナデ

横ナデ

外

内
橙褐色
橙褐色

密
(5 mm大の砂粒を
わずかに合む)

50--14

(32)
3層

土師器
高9卿)

②(6.7)

外面 ハケロ後縦方
向のナデ

縦方向のナデ内面

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

外
内

驚
(多 量の石英、金雲母、
赤褐色粒を含む)

50--15

(32)
3層

土師器
高邪僻,)

② (6.9)

③ 7.6

外面:不底部不明、
脚筒部縦方向のナデ

内面:邪底部不明、
脚筒部維方向のナデ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

密
(少量の石英、金雲母、
赤褐色粒を含む)

51--16

(33)
3層

土師器
高lTNЮ卿)

②(40)
明
明

不
不

面

面

外
内

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

密
(微量の石英、金雲母、
黒雲母、赤褐色粒を含む)

51--17

(33)
4～ 5層

土師器
高JTN

②(2.5)
面
面

外
内

ハケロ
不明

色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

外
内

密
(石英、金雲母、褐色

粒を わずかに合む

内外面とも

赤彩

51-18
(33)

3層
土師器
高邪

②(25)
明
明

不
不

面

面

外
内

色
色

褐
褐

淡
黄

外
内

密
(細 かい白色砂粒を
少し含む)

充填された

粘土塊の経

2.2cm

51-19
(33)

3層
土師器
高邪

②(7.7)

イ部、脚部を別に

作って接続
邪内面まで貫通

外面iヘ ラ磨き

内面1郷底部不明、
脚筒部ンボリロをナガ肖す

外

内
橙黄色
橙黄色

密
(05mm大 の砂粒を
わずかに合む)

51--20

(33)
3層

土師器
高邪

・

２

０

Ｇ

＆

②

③

面
面

外
内

不明
脚部縦方向の

ナデか

外 :黄褐色

内 :黄褐色

性端部は内外面ともに黒変

密
(細 かい白色砂粒を
少し合む)

51--21

(34)
3層

土師器
直口壷

①(100)

②(7.8)

外面i回縁横ナデ、頸ハケロ、
胴ハケロ後ナデ

内面:口縁横ナデ

外

内
橙褐色
橙褐色

密
(微量の石英、1藷母黒富母、
赤褐色粒の細片を含む)

内外面とも

赤彩

51--22

(34)
3層

土師器
短頸壼

①

②

外面|ナデ後一部ハケロ
(内面指オサエの位置付とが中心)

内面Iヘラケズザ後指オサエ
(胴と回り、底部不定方向)

外

内
灰褐色
淡黄褐色

密
(石英、金雲母、黒雲母、
赤掲色粒を含む)

胴部にスス

付着

51--23

(33)
覆土

土師器
甕

②(6.1)

面

面

外

内
不明

胴ヘラケズリ、不明

外 灰褐色～

淡黄褐色
灰褐色～淡黄褐色内

粗
(3 mm以下の石英、
雲母、褐色粒を多く合む)

51--24

(33)
覆土

土師器
高不僻1)

②(4.5)

郷部、脚部を別に

作って接続
邪内面まで貫通

外面:ヘ ラ磨き

内面:胴不明、シボリロ残る

外

内
橙褐色
橙褐色

密
(少量の赤褐色粒
を合む)

51--25

(33)
覆土

土師器
直口壷

①

②

外面 :口縁横ナデ、
胴ナデか

内面 :粗い横方向のナデ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

密
(微量rl石芙、金ヨ母、黒富母、
赤絹色池を合む)

口縁に赤彩
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40.5m

第52図 菅原 工遺跡 3区
上坑 1実測図 (S=1/30)

4

第53図  菅原 Ⅱ遺跡 3区

第11表 菅原 I遺跡 土坑 1出土土器観察表

建物 2(第54図 )

斜面を削って造成 した平坦面の上に建てられた建物である。主

柱穴は検出できなかったが、おそらく北束端にもう一本あり、 6

本柱で構成 される建物であったと推定される。山側の壁には径20

cm程度の浅い小ピットが 6穴検出された。これらの柱穴の配置か

ら、平面形が長方形の建物跡と考えられる。断面で見ると、掘 り

方はわずかに建物の中心部に向かって傾いており、ここから柱な

いし杭が斜めに立っていたと見られる。山側壁面には幅15～ 30cm、

深さ6～ 8 cmの 溝がめぐっている。壁体溝の用途として、排水、

壁の崩壊を防ぐための支え板を立てる、炉の煙を建物外へ排出す

る、等が想定されている。この建物の場合は、炉と見られる施設

が無いことから排煙用ではない。また、済と壁の間に幅15cm以下

の平坦部があるので、壁を支える壁体とも関係ない。以上の理由

汁十` 6

・
６

＼

３
．
／

5         0                1ocm

土坑 1出土遺物実測図 (S=1/3)

湿つた灰のような感触あり)

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

計測値
①口径 cm

②器高cm

③低径cm

形態の特徴 調整・文様の特徴 色調 胎 土 備考

53--1

(34)
埋 土

土師器
甕

②(5,7)
頸部内面ゆ
るい

面

面

外

内

口縁横ナデ、胴ハケロ
ロ縁横ナデ、胴ヘラケズリ

色
色

褐
褐

灰
灰

暗
暗

外
内

密
(多量の石笑、金雲母、黒
ヨ母、赤褐色粒を含む)

53--2
(34)

埋 土
土師器
高邦

② (5,9) 不部段あり
淡黄褐色
橙黄褐色

外

内

密

外面、結
53--3
(34)

埋土
土師器
高邪

② (1.3)

lTN部 、脚部を別
に作って接続後

粘土塊充填

外面 :ハケロ
色

色

褐
褐

黄

黄
淡

淡

外

内
(微量の石英、赤褐色
粒、黒雲母を含む)

赤彩

53--4

(34)
埋上

土師器

高不

② (4,9)

③ 84

邪部、脚部を別
に作って接続郷

内面まで貫通

面

面

外

内

ハケロ、後ナデ

脚筒部シボリロを
ナデ消す

外 :にぶい橙色

内 :浅黄橙色
断面 :黄橙色

(多量の赤褐色
粒を含む)

浅黄橙色の

化粧上を塗

布

53--5
(34)

埋 土
土師器

高14N

②(3.7)

③(8.8)

内面 :脚筒部横ナデ
脚端部ハケロ

外

内
淡黄褐色
にぶい黄褐色

密

(少量の石英、金雲母、
赤褐色粒を含む)

外面、赤彩
内面、黒変
(焼成時?)

53--6
(34)

埋 土
土製品

機種不明
② (1.7) 内面 :ハ ケロ

外

内
黄橙色
黄橙色

密

(1 5mm大 の砂粒をわ
ずかに含む)
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第12表 菅原Ⅱ遺跡 建物 2出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

言十淑噺直
① 日径 cm

② 器 高 cm
⑤ 祇 径 cm

形態の特徴 調整・文様の特徴 色調 胎 土 備考

55-1
(35)

床面直上
壁際

土師器
甕

頸部径 (18.8)

② (6.6)
大型

明
明

不
不

面
面

外

内

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(多量の石芙、金宴母、
黒雲母、赤褐色池を合む)

55--2

(35)

床面直上
壁除

土師器
甕

②(49)
面
面

外
内

横ナデ

横ナデ

外

内
暗黄褐色
暗黄褐色

やや密
(多量の石莫、金雲母、黒雲
母、赤褐色粒を含む)

55--3

(35)

床面直上
壁際

上師器
甕

①(184)
②(2.5)

面

面

外
内

横ナデ

横ナデ

外

内
暗黄褐色
暗黄褐色

やや密
(細かい砂粒を含む)

外面に
スス付着

55-4
(34)

床面直上
壁際

土師器
甕

① 16.6

② (7.5)

頸部直下
が厚くなる

外面 口縁横ナデ、
胴ナデか
日縁‐F~横ナデ、用ヘラケダサ内面

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗

(石英、金雲母、黒雲母、

赤褐色粒を多く含む)

55--5

(35)

床面直上
壁際

土師器
高邪

② (2.1)
不部、脚部を

連続して作る

外面 :ナ デ、不明
内面 :不明

外

内
淡橙褐色
淡黄褐色

密
(徹量の石実、金雲母、
黒富母、赤褐色粒を合む)

55--6

(35)

床面直上
壁際

土師器
高不

①150
②■.3

③ 93

脚部に形骸
化した段

外面 邪横ナデ、脚端ナデ、
脚筒ヘラミガキ

邪ハケロ後ナデ内面

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

密

55--7

(34)

床面直上
壁際

土師器
高lTN

② (4.4)

③ 84

不部、脚部を別に

作って接続。rTN内

面まで貫通。

面

面

外

内

ヘラミガキ

脚端指オサエ、
脚筒シボリロ

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

密

(少量の自色砂粒、
赤褐色粒を含む)

55--8

(35)

床面直上
壁際

土師器
高邪

②(5,3)

面

面

外

内
横ナデ、不明
ハケロ後ナデ又は

横ナデ、不明

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(少量の石英、金雲母、
赤掲色粒を含む)

55--9

(35)

床面直上
壁際

須恵器
lTN蓋

① 125
② (4.3)

肩部、口縁端
部に明瞭な段

外面 天丼回転ヘラケズリ
ロ縁回転ナデ
ロ縁回転ナデ内面

表

断
灰色
赤灰色

密

55-10
(35)

覆土
土師器
甕

①(17.2)

② (4.3)

面
面

外
内

横ナデ

横ナデ

外

内
淡灰褐色
暗黄褐色

やや密
(多量の石英、金雲母、
黒ヨ母、赤褐色粒を含む)

55--11

(35)
覆上

土師器
高邦

②(2.3)
面
面

外
内

一部ハケロ
ー部ヘラミガキ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

蕗

(少量の石英、金雲母、
黒ヨ母、赤褐色粒を含む)

内外面と
も赤彩

55-12
(35)

覆土
土師器
高JTh

② (2.1)
面

面

外

内
横ナデ
ヘラミガキ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

(微量の金雲母、
赤褐色粒を含む)

内外面と
も赤彩

55--13

(35)
覆土

土師器
高郷

②(1,9)
デ
明

ナ
不

面

面

外

内

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

密

(微量の石英、金雲母、
赤褐色粒を合む)

外面に
スス付着

から、消去法的であるが、排水溝と判断した。

土層堆積 と遺物出上位置 (第 54図 )、 器種構成 1～ 4層はまだ腐っていない木の根を含む、比較

的新 しい堆積土や攪乱層である。これらの層からは遺物は出土 していない。遺物はすべて、最も壁

際に堆積 した暗褐色土に含まれていた。建物中心部から出土 したものは少なく、ほとんどが山側の

壁除からの出上であるから、堆積土に混じって後から流れ込んだ可能性は低い。建物廃絶時に廃棄

され原位置にとどまっていた、この建物に直接伴う遺物である可能性が高い。

器種構成は、甕 5点 (1点 )、 高邦 7点 (2点 )、 須恵器の郭蓋 1点である。[( )内は出上位置

の不明なもの]。 須恵器は邦身とセットにならない、蓋だけの出土である。土師器の邪と同様の使

い方をしていた可能性 もあるう。煮炊き具、食膳具の両方を含み、わずかに食膳具が多い。

遺物 (第55図) 甕 (1～ 3)は退化した複合口縁、4は単純口縁の甕である。 4内面のヘラケズ

リは頸部より2 cm下から始まっている。高邦のうち 6・ 7は lTX部 と脚部を別途製作して接続してお

り、ともに脚筒部の外面を入念にヘラミガキする。 6の不部は、段が形骸化して稜になるとともに、



◎
引

/

1 にぶい黄褐色上 (し まり悪い。多量の灰掲色土 (2層 )

を含む。かく乱層 )

2 灰褐色土 (し まり悪い。多量のにぶい責掲色土 (1層 )

を含む。かく乱層 )

3 灰黄掲色土 (少量の木根を含む)

4 にぶい黄掲色土 (少量の本根を含む )

S 暗灰黄掲色土 (多量の上器片、灰を含む)

0                    2m

第54図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 建物 2及び遺物出土位置図 (S=1/60)
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第13表 菅原Ⅱ遺跡 建物 2計測表

建物 2(菅原 Ⅱ)

規模
梁行き 桁行き

一間 (1.5m) 二間 (3.8m)

主軸 N-48° 一W

柱穴

(cm)

番号 Pl P2 P3 P4 P5

上面径 45〉く42 53)(42 つ
け 46〉〈42 33)(30

深 さ 30 32 20 32 19

柱間距離 (m)
Pl-2 P2-3 P4-5 P5-1

■9 工9 ■6

P3の短径は計測不可

げヽ
＼
ゝ 、ヽヤ 3

＼

第55図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 建物 2出土遺物実測図

0                          10Cm

(S=1/3)

邦底部の径は小さくなっている。須恵器の不蓋 9は天丼・口縁境の段が明瞭である。口縁端部は、

わずかに外へ折り曲げて沈線を入れることによって段をつけており、大谷編年 1期に属する。

建物の性格 菅原Ⅱ遺跡で確認された建物跡や加工段の中で、造作が最もしっかりしているのが建

物 2である。太く深い主柱穴をもち、柱穴の軸も直線的で、しっかりした上屋構造をもっていたこ

とが想定される。遺存状況にもよるであるうが、建物 1や他の加工段よりも深く地山を削りこんで

平坦面を造成している。出土遺物の器種構成は、供膳具である高邦と煮炊き具である甕が同等の比

率を占めており、生活臭を感じさせる。ただし、壁際土坑は伴っていなかった。
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加工段 1(第56図 )

建物 2の北に隣接する位置で検出した。検出時は加工段 1と 建物 2を一続きの遺構と誤認してい

たため、南北方向の上層観察畦を設定しておらず、両者の前後関係を確認できなかった。平坦面の

レベルは、建物 2の床面より0.5m高い。建物を建てるなどの目的で造成されたと推測されるが、平

坦面上に検出されたピットは規則的に並ばず、建物の主柱穴と確定できない。ピットの径は大きい

もので30cmを測る。山側の壁沿いに2.5mに わたって溝状遺構が確認された。建物 2が建っていた平

坦面の場合と同様、排水用の溝の可能性があるが、谷側へ続かない。

遺物 (第 57図 ) いずれも覆土中からの出上である。上師器の高郭 1点、須恵器の邪蓋 1点、須恵

器の邦身 1点で、煮炊き具は出土していない。椀形の土師器の年代が 5世紀半ばと見られるのに対

し、須恵器 (2)は天丼にヘラケズリを残していることと、郭身の受部の長さと角度から6世紀と

考えられ、年代差がある。遺存状況は土師器の高不 (1)力式良好だが、須恵器が3点 と多数を占め

ており、 6世紀後半の可能性が高い。郭身 3は受部が全壊している。

加工段 2および土坑 2(第58図 )

加工段 2は遺存状況が非常に悪く、確認できた部分は長さlm、 深さ20cm程度にとどまる。北西

端がわずかに曲がっているのが確認される。これが加工段の端部であろう。隣接する位置で土坑 2

が検出された。径 lm、 検出面からの深さは60cmを 測る。遺構周辺には、図化できなかったが土師

器片が多数散布していた。

加工段 2の遺物 (第 59図 ) いずれも埋土中から出土したもので、完形の物はない。甕の回縁部

が退化した複合口縁であることから、古墳中期に属すると見られる。須恵器の郭蓋 (5)は 、日縁

端部をわずかに外反させて沈線を入れることで段をつくり出しており、大谷 1期に属する。

上坑 2の遺物 (第60図)埋 土中には、遺存状態の良好な土師器が納められていた。甕は頸部の

破片 1点のみと少なく、高邪、邪 (合わせて 4点)と供膳具が多数を占める器種構成は土坑 1と 共

通するが、土坑1の ような大きい石は出土していない。高邪 (第 60図 2～ 4)は脚筒部の径が小さ

く、シボリロが残る。

加工段 3、 4(第61図 )

調査区の中央やや北よりの位置から、上下に並ぶ位置で検出された。加工段 3の山側の壁は遺跡

の等高線とほぼ平行である。加工段 3の山側の壁は遺跡の等高線とほぼ平行である。加工段 4も 、

西辺が等高線に平行、南辺は等高線に直交している。また、両者とも土層断面から山側の壁際がわ

ずかに窪んでいる状態が確認される。平面的には検出できなかったが、壁際に溝状遺構が存在した

可能性が高い。これらの特徴は、建物 2の床面や加工段 1と 共通しており、加工段 3。 4も 建物や

何らかの施設を建てるために造成された平坦面と考えられる。ただ、関連するピット等は検出され

なかった。遺存していた部分の規模は、加工段 3が長さ4.4m、 深さ20cm、 加工段 4は長さ2m、 深

さ40cmで あった。

加工段 4の床面から遺物が 1点のみ出土している。第61図 1は土師器の高邦の接続部で、径の細

い刺突痕が確認される。破損が著しいが、原形をとどめている部分で径 4 mmを 測る。ほとんど半裁

状態となった断面の観察から、別々に作られた不部と脚部が接続されていることがわかる。このよ

うな特徴から、この高lThは松山編年の 4期 (古墳時代中期)に位置づけられ、加工段 4も 同じ時期

-72-



/

一 一

  ―

_ 0                   2m
l 暗灰黄掲色土 (多 量の責掲色地山土を含む )

第56図 菅原 I遺跡 3区 加工段 1実測図 (S=1/60)

の遺構と見られる。

加工段 5(第61図 )

加工段 5は調査区の東端で検出されたた

め、検出できたのは遺構の西端のみである。

山側の壁はほぼ直角に折れ曲がっており、

南辺は等高線に平行、西辺は等高線 と直交

する。山側に溝状遺構が無い点が建物 2や

加工段 1・ 3・ 4と 異なり、建物 1に近い造

りである。出土遺物は、単純口縁の甕 1点

(第 62図 1)と 甑の把手部及び受部 (同 2・

3)である。遺構全体を調査できていない

という限界があるが、高郷や不が全 く出土

しておらず、遺物の器種構成は煮炊き具に

偏っている。

◎
③

′́  4

|     /́    3

(S=1/3)第57図 菅原Ⅱ遺跡3区 加工段1出土遺物実測図

作業用通路跡 (第46図 )、 石積み (図版29中段 )、 調査区下段の遺構群 (第63図 )の位置関係

調査区東半分の緩斜面では建物 1や土坑 1が確認 されているが、この緩斜面の北は急な段差がつ

いた後再び緩斜面になり、緩斜面上で加工段 6・ 7や土坑 3・ 4・ 小ピット群が確認されている。

第14表 菅原 I遺跡 加工段 1出土土器観察表

秘
醐

細
醸

出土地点 種別

計測値
①日径 cm

②器高cm

③低径 cm

形態の特徴 調整・文様の特徴 色 調 胎土 備考

７．
鶴 覆土

土師器
高lTN

①(13.12)

② (5.9)

不部、脚部を別に
午って接続後粘土
鬼充填

面

面

外

内

口縁ハケロす胴横ナデ
ロ縁横ナデ
胴ハケロ後ナデ

色
色

褐
褐

橙
橙

外
内

密

(2 mm以下の砂粒を

少し含む)

57--2
(35)

覆土
須恵器
lTN蓋

①(138)

②(2,0)

面
面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

色
色

灰
灰

淡
淡

外
内

必
山

７．
７．
鶴

覆土
須恵器
rTN身

廻り110
② (43)

③ (6.2)

琵部はやや低い
外面1日縁.胴回転ナデ、底ヘラ常‖り

内面1日縁,胴回転ナデ

庶ナデ

外

内
淡灰色
淡黄灰色
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これらの遺構群を「調査区下段の

遺構群」として、第63図以下にまと

めて掲載した。ほとんど遺物が出土

せず、土坑 3の須恵器の直口壼破片

が唯一遺構に伴う出土遺物である。

これによれば、遺構群の時期は古填

時代中期または後期の可能性が高い。

作業用通路跡 (第 46図 )、 石積み (図

版29中段)

段差の部分を地山面まで掘り下げ

る過程で検出されたのが道路状の遺

構である。調査区中央に露出する石

積みから始まって、調査区南端付近

へ向かって緩やかに下る路で、石積

みから17m南へ続いた後一旦とぎれ、

2m南から再び確認できるようになっ

て、12m南 の調査区南端平坦面に至

硼
加工段2

1 暗灰黄掲色土 (多 量の上器片を含む)

2 黒褐色土

(多量の土器片、黄褐色と、少最の灰を含む)

3 黄掲色土 (少量の黒掲色上を含む )

0                1m

第58図 菅原 I遺跡 3区 加工段 2・ 土坑 2実測図 (S=1/30)

って終わる。地元の古老からの間き取 りによれば、この石積みは、戦前桑畑に露出していた岩をハ

ッパで破砕 して石材を採取 した際に、余った岩を脇に積み上げてできたものである という。道路状

墨5

第59図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 加工段 2出土遺物実測図 (S=1/3)

昇―

4て工影 ⑬房
1 6         0cm

▽
ゝ

第60図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 土坑 2出土遺物実測図 (S=1/3)

B'

60ヽ

ヘコ
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第15表 菅原亜遺跡 加工段 2出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

醜

唯

絲

輔

計

①

②

∩

形態の特徴 調整・文様の特徴 色 調 胎 土 備考

59--1

(36)
床 面

土師器

甕

２

０

２２

そ４
．

①

②

面

面

外

内

横ナデ

横ナデ

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや密
(2m以下の石莫、金宴母、
黒ヨ母、褐色粒を少し合む)

59-2
(36)

床面
土師器
奏 ②(39)

面

面

外

内

横ナデ

横ナデ

外

内
淡白褐色
淡白褐色

やや粗
(石英、金雲母、黒雲母、
褐色粒を少し含む)

59--3
(36)

覆土
土師器

密 (底部)

②(26) わずかに平底
内面:ナ デ

(わずかに指頭圧痕
残る)

外

内
白褐色
自褐色

やや粗
(石英、金雲母、 黒富母、
褐色粒を多く含む)

59--4
(36)

覆土
土師器
高lTN ②(2.0)

邦部、脚部を
別に作って接続

外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

密
(石英、金雲母、黒雲母、
褐色粒をわずかに含む)

59--5
(36)

床面
須恵器

不蓋

①(118)

② (1.9)

口縁端部に
明瞭な段

面

面

外

内

回転ナデ

回転ナデ

外

内
淡灰色
淡白褐色

密

第16表 菅原 I遺跡 土坑 2出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

計測値
① 口径 cm

② 器 高 cm
③ 日縁高cm

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎土 備考

60--1

(36)
埋土

土師器
甕 ② (3,9)

面
面

外
内

横ナデ
頸ナデ
胴ヘラ削り

外

内
淡黄褐色
淡橙褐色

密
(石英、金雲母、黒雲母、
褐色粒を多く含む)

60-2
(36)

埋 土 靭謗帥
，

７

５

６

９

．

②
③

接続部に粘
土塊を充填

面

面

外

内
脚筒部ナデ (縦方向)

脚筒部ナデ (縦方向)

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

密

(微量の石英、金雲母、
褐色粒を含む)

内外面とも
赤彩

60--3
(36)

埋土 靭訪側
② (5.8)

接続部に粘
土塊を充填

面

面

外

内
脚筒部ハケロ後ナデ
脚筒部ナデ (縦方向)

外

肉
淡黄褐色
淡黄褐色

密

(石英、金雲母、黒雲母、
褐色粒をわずかに含む)

内外面とも
赤彩

60--4
(36)

埋土

土師器
高邦
(脚 )

② (5,9)

③ 87 内面 :ヘラ削り
外

内
黄褐色
黄褐色

やや密
(1皿以下の石莫、黒ヨ母、
金雲母、褐色粒を含む)

60-5
(36)

埋 土
土師器

ITN

① 14.5

② 4.7

面
面

外
内

ナデ

ナデ

外

内
明橙褐色
明橙褐色

やや密
(石英、金雲母を
少し含む)

第17表 菅原Ⅱ遺跡 土坑 2出土石器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別 石材 長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 研磨 。使用状況 備考

60-6
(36)

埋 土
石製品
砥石 凝灰岩 (3.6) (3.6) 1面のみを使用

第18表 菅原 Ⅱ遺跡 加工段 4出土土器観察表

需
醜

翻
願

出土地点 種 別

舶

唯

編

嚇

計

①

②

◎

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎土 備考

２．
鶴 覆土

土師器
高邦
(不 )

② (2.5) 外面 :ハケロ
外

内
淡橙褐色
淡橙褐色

密
(微量の石英、黒雲母、
赤褐色粒を合む)

第19表 菅原Ⅱ遺跡 加工段 5出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

計測値
①口径 cm
②器高 cm

③日縁高cm

形態の特徴 調整・文様の特徴 色調 胎土 備考

62--2
(36)

床面直上
土師器
甕 ②(45) 内面 :横ナデ、ヘラ削り

色
色

褐
褐

黄
暗

外
内

やや粗
(2 mm以 下の砂粒を
少し含む)

62--3

(36)
床面直上

土師器
甑

(把手 )

②(12.9)
本体壁面に

接着
外面 :ナデ

内面 :ヘ ラ削り後ナデ

外

内
黄褐色
黄褐色

やや密
(少量の石英、黒雲母、ホ
褐色粒を含む)

微量の炭化
7/2が 付着

62--4

(36)
床面直上

土師器

甑
① 25.8

②(100)
外面 :横ナデ
内面 :横ナデ、ヘラ削り

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや密
(石英、黒雲母、金雲母、
褐色粒を少し含む)

面ヽスス

守着



(少 最の炭化物を含む )

加工段5

D捌＼
、
ゴ

第61図

加工段4

C390m

む)

0                            2m

菅原 Ⅱ遺跡 3区 加工段 3・ 4・ 5実測図 (S=1/60)

9     1     10Cm

//

加工段3

(少量の炭化物を含む)

第62図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 加工段 4・ 5出土遺物実測図 (S=1/3)

遺構は、このとき石材をネコ車などで搬出するためにつけられた作業用通路であろう。石積みの付

近で幅が 3mと 広 くなっているのが作業用のスペースと考えられる。

調査区下段の遺構群 (第 63図 )

加工段 6

他の遺構から孤立 した位置で検出され、

長さ2.lm、 幅 lm、 深 さ40cmを 測る。

加工段 7、 小ピット群

遺物 も出土 しなかった。時期、性格ともに不明である。

長 さ13mに わたって検出された長大な平坦面である。平坦面の南半分には土坑 4が あり、その南

側に接 して小ピット群が不規則な位置で検出された。平坦面の北端付近でも土坑 3と 、その北側に
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第ω図 菅原■追跡3区 道路状驚樹下方遺構群実測園 俗‐1/801
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土坑3
土坑4

o         5cm

1

2
灰掲色土 (少量の上器片、明赤掲色地山土を含む )

褐色土 (少量の炭化植物 (豆類 )、 明赤褐色地山土を含む )

第65図 菅原 I遺跡 3区
土坑 3出土遺物実測図 (S=1/3)

0                 1m

第64図 菅原Ⅱ遺跡 3区 土坑 3・ 4実測図 (S=1/30)

第20表 菅原 Ⅱ遺跡 土坑 3出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別

計測値
①口径 cm

②器高 cm

③低径 cm

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎土 備考

65--1

(36)
上面

器
壷

恵

口

須
直

Э(72)

Э(12,0)

面

面

外
内

回転ナデ
回転ナデ

外

内
淡褐灰色
褐灰色

密

接 して小規模な溝状遺構や小ピット群が検出された。柱の並びは明らかにできなかったが、建物か、

より簡易な構築物か何らかの施設が存在 したと考えられる。加工段 7は これらの施設を構築するた

めに造成 されたのであるう。

小ピット群は、すべて地山面で検出したが、地山面は傾斜がある。残存する埋土はいずれもしま

りの悪い暗褐色上である。

土坑 3・ 4(第64図 )

平坦面の北端、南端付近で、それぞれピット群の端に接する位置で検出された土坑である。底面

の一部が他の部分より10cm深 くなっており、径20cm程度の柱が立っていたことを予想させる掘方で

あるが、これらの土坑と組になるピットは無く、単独の土坑と判断した。規模は、土坑 3が長径90

cm×短径70cm、 深さ15cm～ 30cm,土坑 4が長径80cm× 短径70cm、 深さ60cmで ある。

土坑 3の上面から須恵器の直口壺の破片が出土 している (第 65図 1)。

石列 (第 66図 )

加工段 7の南側のピット群よりさらに南方で、現水田面付近まで下がった位置で検出された石列

である。遺物は全く出土しておらず、時期は不明である。石列より山側は赤褐色土を均質に含んで

しまりのよい褐色土 (第 66図 3層)であり、反対側は青灰色の粘土、鉄分を多量に含む現水田の耕

作土である。前者の土はおそらく造成土で、これを上から充填してたたきしめ、側面谷側から石で

支えて崩落を防いだのであろう。

遺構外出土遺物 (第67・ 68図 )

1は複合口縁が退化して、稜が口縁先端近くにつく。 2は椀形の高lTNの lTh部である。別途製作さ

れたはずの脚部との接続部は半球形の窪みとなっている。 3は手捏ねの郭である。他に、移動式竃

の下端部の破片が 1点だけ出土している。 5,6は調査区西半部の トレンチで出土した。 5は磨製

石斧で、先端に刃こぼれが見られる。 6は黄橙色～赤色を呈する弱翡製の石器である。半分欠損し

-78-



第66図 菅原 Ⅱ遺跡 3区 石列実測図 (S=1/30)

ているが、本来の形状は横長で、現存部分の倍

ほどの横幅があったと推測 される。上側面方向

から打撃を加えて横長の剥片を得た後、下側面

に細かい剥離を加えて刃部としている。

第68図 は鉄器である。 1は一端を欠損 してい

る。ヤリガンナまたは刀子と推測 されるが、基

部から先端まで形態変化に乏しく、器種を確定

できない。2は、左側縁の先端側 (欠損 してい

る)か ら12mm～ 7 mmを 境に、基部側は面があり、

先端側は細くなって尖る。刀子の身部から刃部

への変わり目と推定される。 3～ 6は釘で、太

い部分で 4な いし 5 nlmあ る。 7は袋状鉄斧で、

刃先から3 cmの位置に肩がある。袋部は右側が

わずかに残り、左袋部はほぼ全壊している。断

面は方形で、面を取りながら丁寧に成形される。

平面形は非対称で、刃の長さが左と右で違う。

8は板状の鉄器片である。上端から28～33mmの

位置で肩もしくは段がつく。上、左、右の 3側

面とも面をもっており、刃物ではないと見られ

る。

註

(1)上津郷土誌編纂委員会編『上津郷土誌』 (上

津地区自治会、1993年 3月 )401～ 403P、 及び

41l P。 このうち、船津丸山の開削工事につい

ては、曾田一富氏 (元上津公民館長)の御教示

による。

(2)柱穴を掘らず、地面に柱を置いただけのよう

な柱の圧痕は、時期は異なるが上野 Ⅱ遺跡の

S111(弥 生後期)で も確認されている (『 上野

Ⅱ遺跡』 (島根県教育委員会、2001年 12月 ))。

S111は 掘り込みが浅い小型の竪穴建物である。

柱の立て方が簡単である建物は全体の規模も小

さいという傾向は、菅原Ⅱ遺跡の当建物跡と共

通している。

(3)金山元治郎氏の御教示による。

(4)製作技法については、当教育委員会職員の丹

羽野裕の教示による。

盾

観

靴

季

掲色土 (少量の木根を含む。しまり悪い)

掲色土 (多量の黄橙色地山ブロック、

少量の赤掲色上を含む。しまり悪い)

掲色■ (赤掲色上を均質に含み、よくしまる)

責褐色レキ (地山が焼れ落ちたもの)

褐色土 (多量の灰色粘土、鉄分を含む。耕作■)
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第67図 菅原Ⅱ遺跡 3区 遺構外出土遺物実測図 (1～ 4:S=1/3,5～ 6:S=1/2)

(j甘

第21表 菅原Ⅱ遺跡 遺構外出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別

計測値
①口径cm

②器高cm

③低径cm

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎土 備考

67--1

(37)

土師器
甕

②(5.2) 内面 :口縁横ナデ、
1同

いヽラ肖Jり

外

内
淡黄褐色
淡黄褐色

やや粗
(多量の石美、金ヨ母、
黒雲母、赤褐色粒を含む)

67--2
(37)

土師器
高邪
(不 )

②(4.0)
不部、脚部
を別に作っ
て接続

外面 :ハ ケロ
肉面 :ハ ケロ後ナデ

外

内
黄褐色
淡橙褐色

密
(石英、金雲母、
黒雲母を多く含む)

内外面とも
赤彩

67--3
(37) 鞘線齢

①(13.3)

② (4.2)

画
面

外
内

指オサエ

ナデ
色
色

褐
褐

黄
黄

淡
淡

外
内

密
(少量の石英、
赤褐色粒を含む)

67--4
(37)

土師器
電

②(4.9) 外面 :ナ デ

内面 :ヘラ削り

外

内
淡黄褐色
淡橙褐色

密
(2 mm以下の砂粒を
少し含む)
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第68図 菅原 Ⅱ遺跡 3区出土鉄器実測図 (S=1/2)

第22表 菅原 I遺跡 遺構外出土石器観察表

需
醐

翻
陳

出土地点 種別 石材 長さ(cm) 幅 (cm) 后語さ(cm) 研磨・使用状況 備考

67--5
(37)

石器
磨製石斧

砂岩か

67--6
(37)

石器
スクレイパー 鴎珀 13.1)
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挿図番号
(写真図版)

出土地点
遺物名
(名 称)

計測値 (mm)

長×幅×厚
重量

(g)
遺存度 形態的特徴 備 考

８．
鰤

鉄器
刀子または

ヤリガンナ
80× 12× 4 半分以上

68-2
(37)

器
子

鉄
刀 141)× 20× 1.5

半分未満

但 し基部は

残存か

断面 :基部は長方形。
先端部は左側縁を頂点と

する横長の三角形。

８．
傾

鰐
釘

455〉〈35)(4 1,92 半分以上
頭部は叩かれてつぶれて
いる。

68--4

(37)

鉄器

棒状金属片

(釘か ?)

33〉く5〉(4 3.21 半分未満

68--5
(37)

端
釘

32× 4)(3 半分以上

68--6
(37)

鉄器
棒状金属片

21)(3× 4 半分未満
両端破断。

断面形、
器種ともに不明。

68--7
(37)

鰐
斧

袋部 :32× 31× 15

刃部 :29× 41× 11.5
半分以上

肩を持つ。
折り返しなし。

68--8
(37)

鉄器
板状鉄器片

5.3)(53)(45 半分未満
肩または段がつく。
全体的に非対称。

第23表 菅原工遺跡 遺構外出上金属器観察表

6.ま とめ

菅原 Ⅲ遺跡の発掘調査で検出した遺構は 3区に集中していた。ここは、東向きの斜面であるが 5

世紀代の建物跡 2、 加工段跡 7等が見つかった。出雲市では平野部を中心に最近調査が進められ集

落の変遷がある程度捉えられるようになった。しかしながら、それは弥生時代や奈良時代を中心と

するもので古墳時代の集落はあまり知られていないのが現状である。そこで、出雲市における集落

の変遷を今一度検討し、菅原 Ⅱ遺跡の位置付けを行いたいと思う。

出雲平野における集落は弥生時代中期になると急増 し、平野部全域でその存在が確認 されている。

それらは大きく分けて 3つの地域に分けられる。当時、入海である神門水海に向かって斐伊川と神

戸サIIの 2つの大きな川が流れこんでいた。これら2つの川によって区切られた 3地域にそれぞれ大

規模な集落が存在 している。すなわち、斐伊川の北側に位置する山持川遺跡、青木遺跡等の地域、

斐伊川南側の矢野遺跡や天神遺跡を中心とする地域、そして神戸川の南側の古志本郷遺跡を中心と
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する地域の 3地域である。これらの集落は水田耕作等の水の管理をとうして共同体の絆を深め拠点

集落を中心に発展 していったものと思われる。そして弥生共同体が崩壊 し、首長墓である西谷墳墓

群が出現 した後までこの集落は存続 していることは注目される。集落には溝を伴っているものが多

いが、中期～後期に掘られた清が埋まる時期を見てみると、古志本郷遺跡、天神遺跡、四絡遺跡群

では古墳時代前期、下古志遺跡は後期前葉、後期中葉、古墳時代前期があり、出雲平野の集落は青

銅器を埋納する時期や西谷墳墓群出現の時期に大きな変化が見られないことは重要な意味を持つ も

のと言えよう。また、弥生時代中期には山陽地方の塩町式土器、九州の須玖式上器、弥生時代後期

～古墳時代前期になると朝鮮半島の上器や中国大陸の弓の模倣品、畿内の上器等が出土 しており、

大陸を合めた各地域の情報が当時この地にもたれされていた。このことが出雲平野の集落の発展を

もたらしたものと考えられる。

なお、出雲平野では弥生時代から続 く集落が古墳時代前期中葉まで続 くのに対し、安来平野では、

弥生時代終末期に消滅 している。かって門脇俊彦氏は石見山間部の大規模な弥生集落が古墳時代前

期に村落分解を起こし、集落が拡散し小規模なものに移っていくと論 じられているが、弥生時代中

後期から続いた大規模な集落が弥生時代末か古墳時代初頭に消滅 しているのは県下全体で見られる

傾向であるといえる。ただ、消滅する時期が地域で若干異なることは古墳の出現と何らかの関係が

あるものと考えられる。すなわち、集落が早く消滅 した安来平野は出雲平野より早く大成古墳等の

古墳が出現 しているのに対 し、古墳時代前期中葉まで残る出雲平野では、前期後半になってはじめ

て古墳が造り始めている。このように弥生社会から古墳時代へ移る時期に弥生集落は消滅 し、新 し

い体制の中で集落が再編成 されたものと考えられ、地域によって古墳文化を受容する時期が異なっ

ていることが集落の消滅時期に差を生 じているものと推測 される。

このように出雲平野では、弥生時代から古墳時代前期中葉まで大規模な集落が存在 していたが、

その後、急速に集落が減少 し、集落の中心は前期の古損が存在 している知井宮地区や主要な後期古

墳が造られている塩冶地区等、平野部南側の山除に移ってくるようである。神戸川の南側の谷入 り

口にある知井宮地区の浅柄遺跡や、斐伊川放水路建設予定地の谷部に存在する三田谷 I遺跡、長廻

遺跡では古墳時代前期～後期にかけての住居跡が数棟確認 されている。また、知井宮地区の古志本

郷遺跡は弥生時代から続 く集落であるが、古墳時代前期後半～後期の建物跡も検出されている。こ

れは、平野部に存在 していた他の拠点的集落が古墳時代前期中葉に消滅 していることを思えば特異

な存在といえるが、当遺跡のある知井宮地区には前期古墳の浅柄 Ⅱ古墳や中期の前方後円墳である

北光寺古墳が存在 しており、古墳時代には出雲平野の中で中心的な地域になってきたことに起因 し

ているものと思われる。ただ、知井宮地区の集落の中心は古志本郷遺跡から南側の浅柄遺跡に移っ

ているものと考えられる。なお、今まで平野部では天神遺跡で古墳時代後期の建物跡が 1棟検出さ

れている他は知 られていなかったが、昨年調査 した中野清水遺跡 6区では、 5世紀代の建物跡が 1

棟検出され、 4世紀中ごろの朝鮮半島の陶質土器が出土 している。今後、平野部でも古墳時代の建

物跡が見つかる可能性を持っているが、弥生時代のような大規模な集落は存在していないものと考

えられる。

このように古墳時代になると集落が減少してくるが、これは、弥生集落が溝によって区画された

中にまとまって住居を築造しているのに対し、古墳時代の集落は拡散され規模が小さくなるととも

に竪穴住居から掘立柱建物に変わっていくことが住居跡を発見 しにくくしているものと考えられ
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る。出雲平野では北光寺古墳を除き大規模な中期古墳が知られていないが、後期になると最新の上

木技術を持った大念寺古墳の被葬者が出雲平野を開拓 し、再び当地域が活性化し、人口が増えてき

たものと推測 される。しかしながら、集落の検出例が少ないのが現実である。

奈良時代になると出雲平野全体から遺物、遺構が検出され、弥生時代以来再びこの地域が活性化

してくる。拠点となる公的な機能を持った遺跡は知井宮地区の古志本郷遺跡、塩冶地区の三田谷遺

跡、それに北山の麓にある青木遺跡、斐川町の後谷遺跡等、出雲平野の各地域に広がっている。ま

た、平野の中央部にあたる小山遺跡、天神遺跡でも建物跡が検出され、神門廃寺のように寺院も平

野部に造 られるようになる。『出雲国風土記』によると奈良時代に出雲平野では 2那 15郷があり、

かなりの人口があったものと思われ、政治的中心地は国府があった松江の意宇地方であるのに対 し、

出雲平野は経済及び文化の中心地であったものと推測 される。

以上のように出雲平野のおける集落は弥生時代と奈良時代が最も栄えているが、古墳時代は縮小

傾向で、平野の南側にあたる知井宮及び塩冶地区に集落が集中して存在 している。菅原地区では縄

文時代の落とし穴は見つかっているが、弥生土器は検出されず、本格的な集落が出現するのは今回

の調査で見つかった 5世紀に入ってからである。出雲平野では弥生集落が消滅し、古墳文化を受容

した時期に集落の再編成が行われ、今まで本格的な集落が無かった浅柄遺跡や長廻遺跡のように南

側山間地にも広がっている。菅原Ⅱ遺跡の集落もそのような集落の変遷過程の中で出現したものと

考えられ、その後、菅原横穴墓群のようにこの地でも後期古墳が築造されるようになる。このよう

に、菅原Ⅱ遺跡の集落跡は、出雲平野における古墳時代の集落の変遷を考える上に貴重な資料を提

供するものとして重要なものであるといえる。

註

(1)門脇俊彦「古墳の普及と其周辺」F考古学研究』第10巻 -3号 考古学研究会 196312
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第 5節 菅原Ⅲ遺跡

遺跡の立地

菅原Ⅲ遺跡は、上之郷城の出城と伝える高丸城の北東麓の谷に位置する。高丸城の束麓から、こ

の谷 (通称地名「奥ザコ」)の南から東へとまわりこむように尾根がのびており、この尾根の先端

部が菅原集落および菅原Ⅱ遺跡と「奥ザコ」菅原Ⅲ遺跡の間を隔てている。尾根の頂上部は南北

45m、 東西7.5mの 広い平坦面となっている。高丸城の麓という立地から、この平坦面に城館関連施

設があることが予想された。また、山頂平坦面から谷にかけては緩斜面となっており、遺跡の存在

が予想された。したがって、平成13年度の試掘調査ではこの山頂平坦面から緩斜面、谷部にかけて

トレンチを入れた。だが、予想に反して山頂部からは遺構も遺物も検出されなかった。遺構が検出
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第70図 菅原Ⅲ遺跡 調査前地形図 (S=1/300)

0                 10m
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にぶい赤褐色土 (し まり悪い。多量の明掲色地山土、本根を含む)

黒褐色土 (し まり悪い。多量の木根、炭化物を含む )

暗掲色土 (し まり悪い。多量の木根を含む)

灰責色土
にぶい褐色土 (少量のチ掲色地山土を含む)

黒掲色土 (か く乱層 )

黒掲色土 (多量の浅黄橙～にぶい黄橙色粘土を含む。旧表土か)

570m
A'

第71図 菅原Ⅲ遺跡 基本土層図 (S=1/100)

されたのは、緩斜面の下半部から「奥ザコ」の谷間にかけてであった。この緩斜面は桑畑・果樹園

として利用されており、谷部では簡単な炭焼きが行われていた。本調査は平成14年度7月 から平成

15年 1月 にかけて実施した。

基本層序

暗褐色の表土 (第 71図 1～ 3層)を除去すると、よくしまった灰黄色土 (同図第 4層 )の上面に

達する。試掘調査では、この層の上面で、平安期の土師器を含む遺構 (土坑 1)を検出した。最上

層の遺構面である。灰黄色土を掘り下げると、より硬い黄色粘土層 (地 山)に達する。これが最下

層の遺構面であり地山である。地山の色調が黄色いのに対して、遺構の埋土はやや青みをおびた灰

オリーブ色の細砂質土である。遺構面を覆っている灰黄色土 (第 4層)と 同質で、山の基盤を構成

している岩盤が風化・堆積した土であるが、長期間土坑内に埋没しているうちに還元状態となって、

青く変色して灰オリーブ色を呈している。ただし、灰黄色土 (第 4層)力式堆積していない調査区西

半部では、遺構面は地山面の 1面だけであった。

試掘調査の結果から、遺構面は第 4層上面と地山面の 2面であると考えていたが、谷中央部では

第 4層上面と地山面の中間からも遺構が検出されたため、さらに2段階の遺構が加わることが判明

した。すなわち、地山面の土坑23の上に建物 2が重なり、建物 2の上に土坑26が重なっていた。土

坑26の南東には、黒褐色土が広がり、この黒褐色土の上に建てられた建物 3が最上層の遺構である。

従って、谷中央部では合わせて 4段階の遺構の存在が確認できる。
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第72図 菅原Ⅲ遺跡 調査跡地形及び遺構配置図 1(S=1/300)

遺構と遺物

地山面で検出された遺構群一一第 1段階および時期不明の遺構 (第 72図 )

埋土の質から二群に大別できる。92Pの 「地山面検出の土坑一覧表」に記すように、多くの上坑

の埋土が「A:よ くしまった灰オリーブ色粘質土」に分類され、「B:暗灰黄褐色土」としたものが

少数存在する。埋土がBである遺構は、灰黄色土 (第 4層)が雄積していない調査区西部に集中す

る。土坑13・ 22、 それらより少し南方で検出された一連の溝状遺構・ピット群 (第 78図 に一括して

掲載)が埋土Bである。これらの遺構は、埋■Aの ものより時期が新しくなると考えられる。

調査区東半分の緩斜面から谷中央部にかけては、しまりのよい灰黄色土 (第 4層 )が堆積してお
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土坑 3

5250m

4900m

0               1m
la 灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる)

lb 灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少量の炭化物を含む )

lc 灰オリーブ色細砂更土 (よ くしまる。少量の明示掲色地山を含む )

ld 灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少畳の炭化物、明黄掲色地山ブロックを含む )

le 灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少量の明赤掲色地山ブロックを含む )

lf 灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少量の明責褐色の崩れた岩盤を含む)

2 灰黄褐色土 (少畳の明赤褐色地山ブロックを含む)

3 灰黄掲色土 (少量の炭化物、多量の明赤褐色地山ブロックを含む)

土坑5 土坑6

土坑18
土坑16

5400m 51.00m 5100m

土坑8

5400m 5250m

第73図 菅原Ⅲ遺跡 土坑群実測図 1(S=1/60,上坑19のみS=1/30)

土坑10
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5900m

19.50m

50,00m

土坑20

土坑24

＼フ
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）

土坑13

囀
レちSα°Om D'

G

弱 m°

7ビ

身
予

◎Ｃ＼

誼 響 G'
C5000mヤ c'一

灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる)

灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少量の炭化物、明

赤褐色地山上を含む )

灰オリーブ色細砂質土 (よ くしまる。少量の明赤褐色地

山土を含む )

灰黄色土 (少量の木根を含む)

灰黄色土 (少量の黄褐色・灰自色粘質土を含む)

にぶい黄褐色土 (少量の反自色粘質土を含む)

にぶい黄掲色土 (よ くしまる。多量の径1～ 2mmの掲色

粒を含む)

灰オリーブ色細砂賀土 (し まり悪い。少量の反自色粘上、

緑灰色～明黄褐色の地山ブロックを含む )

灰オリーブ色細砂賀土 (し まり悪い。多量の反自色粘上、

緑灰色～明黄褐色の地山ブロックを含む )
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E50 00m      E'

ミ ▼

E50.00m   F'

X3

灰色自粘土 (少量の黄橙色土 (鉄分か)を含む )

暗灰黄褐色土 (少量の炭化物、多量の本根、褐色粒を

含む)

にぶい黄褐色土 (少量の炭イと物、多量褐色粒を含む )

にぶい黄掲色土 (し まり悪 く水分を含む。多量の明褐
色地山ブロック、灰色粘上を含む )

灰黄褐色土

黒褐色土

灰黄褐色土 (少量の地山ブロックを含む )

黄掲色土 (し まり悪い。少量の地山ブロック、黒褐色

土を含む)

にぶい黄掲色土 (少量の明赤褐色地山ブロックを含む)

暗反掲色土 (多量の明赤褐色地山ブロックを含む )

型も一 ⑬_

土坑21

＼
＼

①

第74図 菅原Ⅲ遺跡 土坑群実測図 2(S=1/60)

0                   2m



り、その範囲内にある土坑の埋土はいずれもAであった。灰オ リーブ色でよくしまった埋土Aは、

埋土Bや上層の遺構の埋土とは色調もしまり具合も全 く異なっており、埋没以後の時間が上層の遺

構よりも相当長期であったことを推測 させた。このうち、土坑 6か ら縄文時代後期に遡る土器片が

出土 したので、埋土が灰オリーブ色系のAである土坑の年代は縄文時代に遡ることがわかる。これ

らの上坑の性格は、出土遺物から判断するのが基本である。大型の上坑21,23については石鏃が出

土 したので、大型動物を捕獲する落とし京と判断される。遺物が出上 していない土坑についても、

7穴 (3・ 4・ 10。 ■ 。16。 18。 19)(第 73図 )が底面中央に落とし穴特有の小ピットを持っている

ことから落とし穴と判断 してよい。土坑16は小ピットを 2穴有する。小ピットを作る目的は、この

第24表 菅原Ⅲ遺跡 地山面検出の上坑一覧表

A:よ くしまった灰オリーブ色粘質土。
B:暗灰黄褐色土。Aほ どのしまりは無い。

網かけは特に規模の大きな土坑

番号 遺物 杭穴 (径×深 さ)m 規模 (長軸×短軸×深 さ)m 平面形 埋 土

０
じ 0.2)〈 0.3 1.2)(1.0)(1.4 円 A

4 0.2)〈 0.4 0。9〉(0.9〉(0。 7 不整円 A

1.4》〈0,8〉く0.8 楕 円 A

6 縄文土器 1.3× 1.0〉(0.9 楕 円 A

7 (1.2× 1.3)× 1.2 調査区外へ続 く A

8 1.4〉く0。9)〈 0.6 鶏卵 A

10 0.2)(0.6 1.5× (1.1)× 1.1 楕 円 A

0.3)(0.6 ■2)(0。 9Xl.3 楕 円 A

12 1,1)(1.OXl.1 不整 A

13 2.2)(2.2)(1.4 円 B

14 0.5)(0,3 1.6)(1.0)(0.8 長 セゝ A

1.3)(1.0)(0.5 長 セヽ A

16 0.2)(0.2、  0.1)(0.2 0,9)(0。 9〉(1.1 円 A

1.3)(0。 9)(0,6 不整形 A

18 1.2》(1.0〉(0,8 楕円 A

19 1.5)(0.9× 0.4 楕 円 A

20 1.0)(0.8)(0.6 楕 円 A

21 石鏃 1.9)(1.6)(1,9 楕 円 A

22 0,8)く 0.6)(1.0 楕 円 B

23 石鏃 2.6)く 2.1)(1.8 楕円 A

24 h4XO.9〉 (0.9 楕 円 A

2.0)(1.0)(0.2 不整形 A

埋 土
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/

第75図 菅原Ⅲ遺跡 土坑群実測図3(S=1/60)

に 攀 司

=

‐

                1

0       1m

上に杭を立て、中に落ちた動物の動きを封じて跳び出

せないようにするためであるう。土坑19で は、杭の支

えとして川原石を小 ピットに充填 しているのが確認 さ

れた。他の14穴 は底面中央の小ピットを持たない。落

とし穴の多くが複数隣接 して作 られている。 (土坑

5。 6及び 8～■など)、 土坑14・ 18。 25の ように、す

ぐ近 くに径40cm程度の円形のピットを伴 う場合があ

る。これらの土坑やピットも、動物を補獲する仕掛け

の可能性があろう。長径 2m近い土坑21。 23(第 74・

75図 )が大型獣を対象としている以外は、規模から見

て小動物を対象とした落とし穴であろう。大型の土坑

13(第 74図)は、埋土が暗褐色でしまりが悪いことか

ら、新 しい遺構である可能性が高く、落とし穴と考え

る積極的な証製はない。谷筋に位置 していることや、

日
日

卿

Ⅳ

図

顕

朔〓
Ｓ図測実器土文謝

＝

　

　

　

，

図６

３

田
日
日
卿

→    2

第77図 菅原Ⅲ遺跡 出土石器・鉄器実測図

0                10cm

0              5cm

(1・ 2:S=1/1,3:S=1/2)

土坑23
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1房Kゴ
調査中もよく水が溜まっていた

経験から、水場遺構の可能性を

考えたい。周囲を取り囲むよう

に径10cm程度の小ピットが 6穴

ある。西側にあった小ピットは

他より深 く、下端が土坑13の 内

壁に食い込んでいた。埋土は同

質で切 り合い関係はない。土坑

13に付属するピットであると考

えられる。小ピットの機能は土

坑13を 覆う覆い屋の柱穴などの

可能性が考えられる。

調査区西部の遺構群 (第78図 )

調査区西半の土坑13南方に、

溝状遺構とピットが集中してい

る箇所がある。ピット群を囲む

ように西から南ヘカーブする溝

状遺構は、竪穴建物の壁体溝の

可能性を強 く示唆するものであ

った。しかし、ピット底面のレ

ベルはばらつきが著 しく、掘 り

込みが浅すぎる。配列も、建物

を支える主柱穴のような規則性

が認められなかったので、建物

と断定するには至 らなかった。

だが、これが竪穴建物の残骸で

ある可能性は捨てきれない。

《 ヽ∂
ぜ

ヽ

の

シ ○

＠

上
上吠
〕

⑬上

歩

ぐ
◎

F520<洋E'テ
③
身5/

~G520m生

ァ シヤ
H5乞Om P,型θ

1 51 5m       I'

肘

― ソ

1 灰褐色土 (多量の黒掲色土を含む。柱痕か)

2 灰黄褐色土

2灰 責褐色土 (少量の炭化物、地山ブロックを含む)

2'灰黄褐色土 (少量の明赤褐色地山ブロックを含む )

0                   2m

3 暗灰褐色土 (少量の炭化物、多量の明赤褐色地山ブロックを含む)

g暗 灰掲色土 (多 量の明黄褐色地山ブロックを含む )

3山 暗灰掲色土 (少 量の炭化物、明赤褐色地山ブロックを含む )

4 灰責褐色土 (し まり悪い。多量の黒褐色上、少最の木根を含む)

5 晴灰褐色土 (し まり悪い。多量の焼土、炭を含む )

3暗 灰掲色土 (し まり悪い。多量の木根を含む)

第78図 菅原Ⅲ遺跡 調査区西半の遺構群 (S=1/60)

地山面の遺構及び包含層出土遺物 (第 76・ 77図 )

第76図 は土坑 6の埋土から出土した縄文土器片である。 1は表裏面とも条痕がよく残るが、 2や

3は表面の条痕をナデ消している。断面形は、 2が ゆるく内彎、 4が ゆるく外反する。胎土はいず

れも粗く、径 2～ 6 mmの砂粒を多く合む。色調は白に近い浅黄橙色である。縄文後期の遺物と思わ

れるが、詳細な時期は不明である。

第77図には土坑21か ら出上した安山岩製の石鏃 (1)、 土坑23か ら出土した黒曜石製の石鏃 (2)、

包合層から出土した釘 (3)を 掲載した。石鏃は 1、 2と も凹基式で、基部の凹みを作り出した後

側縁を調整している。
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第79図 菅原Ⅲ遺跡 調査後地形及び遺構配置図 2(S=1/300)

褐色上下層の遺構一一第 2段階 (第79図 )

調査区中央に広がる谷の中央南よりの位置で、 4層 (灰黄色土)を掘 り下げる過程で建物 2や土

坑を検出した。両者は同じ位置で重層 しており、下層の建物 2を切ってその上から土坑26が堀 りこ

まれている (第 83図Bラ イン)。 下層の建物 2の埋土はしまりの悪い暗灰帽色土であるのに対 し、上

層の上坑26の埋上は濃い黒褐色で、埋土の質の違いから両者は明確に区別できる。建物 1及び溝状

遺構 2は、埋土が前者と共通 しているので建物 2と 同時期または近い時期であると判断 した。

建物 1(第80図 )

調査区西部で検出された、 1間 × 2間の建物である。柱の軸線は建物 2と 異なるが、埋土が建物

2と 同様 しまり悪い暗褐色土であること、柱穴の大きさも建物 2に近いことから、近い時期の遺構

であると判断 した。厳密な時期を確定できる遺物は出上 していない。P3底面で径20cmの柱痕が確



lq   耳
A530m

Ap   _
暗責掲色土

暗責掲色土 (少量の黒褐色土を含む)

暗責褐色土 (多畳の黒褐色上を含む )

露摂皇召皇
粘賀±         9       1       ?m

第80図 菅原Ⅲ遺跡 建物 1実測図 (S=1/60)

第25表 菅原Ⅲ遺跡 建物 1計測表

認されており、径20cmほ どの柱を使用した掘

立柱建物である。

建物 2、 溝状遺構 (第31図 )

調査区中央の谷の南よりで確認 された建

物跡である。 2間× 2間の掘立柱建物であっ

たと考えられるが、北西隅の柱京は、すぐ上

層から掘 り込まれた上坑26に切 られて消滅 し

ている。残る8穴のうち 7穴は、底面の径10

cm程度の範囲が灰黄色に変色 していた。柱の

重みによってできた圧痕であろう。柱穴の規

模は建物 1と 大差なく、間数は梁行きも桁行

きも建物 1よ り多いにもかかわらず、柱自体

は10cmと 細めであったことが注意される。

溝状遺構は、建物 2の柱穴の軸線 と方向

が一致することと、埋土が建物 2の柱穴と共

通であることから、同じ時期の遺構と考えら

れる。周囲の地形は、南から北へ向かって緩

く傾斜 していく谷地形である。建物 2を建て

る必要から平坦面が造成され、溝状遺構はそ

の平坦面の山側の際壁に設けられた溝であろ

う。菅原 Ⅱ遺跡における、加工段の壁際にめ

ぐる溝と同様の機能を果たしていた溝と思わ

ヤとる。

建物 1(菅原Ⅲ)

規模
梁行き 桁行き

一間 (1.6m) 二間 (3.5m)

主軸 N-75° 一E

柱穴 (Cm)

番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6

上面径 54〉く41 66〉く48 58〉〈55 38》〈32 47)(41 58〉〈48

深 さ 60 26 26 12 28 44

柱問距離 (m)
Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5-6 P6-1

■8 止8 ■6 ■9 ■7 ■7
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3黒掲色土

(多量の上器片、少量の明黄褐こ地山ブロックを含む)

4にぶい黄褐色土

(多量の炭化物、明黄掲色地山ブロックを含む)

ｍ
　
　
Ｐ

理
2'" 暗責灰色祐主 (多二の鉄分を含む )

2'"' 晴灰オリーブこ粘土

(少二の脚 D掏、多この明黄褐雹迪山ブロック 黒掲色■を含む)

0                   2m

第31図 菅原Ⅲ遺跡 建物 2実測図 (S=1/60)

０
住
　
　
日
日
Ｗ
Ｗ

第26表 菅原Ⅲ遺跡 建物 2計測表

建物 2(菅原Ⅲ)

規模
梁行き 桁行き

二間 (3.2m) 二間 (4.Om)

主軸 N-43° ― E

柱穴 (Cm)

()は柱痕径

番号 Pl P2 P3 P4 P5 P6

上面径 57× 46 44× 38(9) 41× 37(9) 33× 46(9) 39× 33(5) 46× 38(11)

深 さ 45 54 50 48 48 41

番号 P7 P8

上面径 46× 39(9) 46× 42(11)

深 さ 47 52

柱間距離 (m)

Pl-2 P2-3 P3-4 P4-5 P5-6 P6-7

■8 ■8 2.1 ■8 ■4 1.8

P7-8 P8-5 P8-3 P8-1

■8 2.1 ■8 ■8
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第32図 菅原Ⅲ遺跡 調査後地形及び遺構配置図 3(S=1/300)

黒褐色の埋上を含む遺構一一第 3段階 (第 32図 )

建物 2の柱穴 (Pl・ 8な ど)を切って上から掘 りこまれていた土坑26を 中心とする。土坑26の

埋土の上層には濃い黒褐色上が含まれる。土坑26の南東辺のすぐ南に平行するように黒褐色土の広

がりが確認 されており、この土が上坑26の 上層に流れ込んだものと推定される。土坑 2の埋土も同

じ黒褐色上である (第 83図 Aラ イン)。

土坑26(第83図 )

建物 2(第 2段階の遺構)のすぐ上層で検出された巨大な土坑である。埋土の上層は上方からの

流れ込みと推定される黒褐色土、下層は多量の炭化物を合むよくしまった黄褐色土である。外周が

一辺3.5m～ 4mの方形で、外周部が浅く中心部が深い段状となっている。外周から幅50cm～ 1.lmま
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0                1m

土坑26中心部実測図 (S=1/30)

での範囲はきわめて浅く、検出

面からの深 さが10cm程度 しかな

いが、中心部は一段低 くなり70

cmの深 さがある。深くなってい

る部分の平面形は不整長方形

で、長辺 3m、 短辺2.5mを測る。

南西から北西壁際へ向かって低

くなる。

径20cmの小ピットが遺構の上

場に沿って並ぶ。埋土も土坑26

の中心部と同じ黒褐色上である

ことから、土坑26に付随するピ

ットー覆い屋根の支柱など―が

考えられる。

遺構の外周部分がごく浅いこ

とから、削平されて浅くなって

いる可能性も考えられるが、上

場に沿う位置の小ピットはよく

第84図 菅

ノ

第85図 菅原Ⅲ遺跡

原Ⅲ遺跡

残っているので、大規模な削平は考えにくい。当初

から掘方が浅かった可能性が高い。

土坑 2(第85図 )、 及び黒褐色上の広がり (第 82図 )

上坑26の南に接する位置では、東西方向 8m、 南

北方向 4mの範囲にわたって黒褐色上が広がってい

るのが確認 された。この黒褐色土の上に建物 3が建

てられている。この位置に埋上が黒褐色土である遺

構 (恐 らく竪穴建物か)が存在 し、その廃絶後同じ

位置に建物 3が建てられたと考えられる。分布範囲

の平面形 も断面形 (第 89図 Fラ イン)も 全 く遺構の

体をなさず、細長い範囲に散 らばっているのは、土

坑26が掘 り込まれたとき、または建物 3建造時に大

きくかく乱を受けたからであろう。黒褐色上の分布

範囲の南寄 りで上坑 2を検出した。長辺 2m、 短辺

1.5m、 深 さ60cm(83図 Aラ イン)を測る。土坑の南

辺から幅20cmの ごく浅い溝状部分が南方向に伸びて

いる。黒褐色上の分布範囲に重なる位置にあり、埋

土が同じ黒褐色土であったことから、かく乱で消失

した遺構に伴う施設であった可能性もある。
0                1m

土坑 2実測図 (S=1/30)

- 100 -



0          5cm

第86図 菅原Ⅲ遺跡 土坑26及び周辺出土遺物実測図 (S=1/3)

第27表 菅原Ⅲ遺跡 土坑26及び周辺出土土器観察表

土坑26及び周辺出土遺物 (第86図 )

7は土坑26の 中心部から、 8は土坑26の南辺近くから出土 した。 2点 とも土坑26に 伴 う遺物であ

るが、 7は上方から流れ込んだ黒帽色土に含まれていた遺物であり (第 84図 )、 土坑26の 時期を示

す遺物ではない。 1～ 4は土坑26よ り山側の平坦面からの出土である。黒褐色土の広がる部分と位

置が重なっており、これらはかく乱で消失 した建物 (推定)に伴 う遺物であろう。また、 5が上面

から出土 した土坑 2も 、黒褐色上の広がり部分と一続きの遺構であった可能性がある。このうち供

膳具は須恵器の邦身 1点のみ (5)で、受部が破砕 されている。他はすべて甕・甑等の炊事具であ

り、炊事具に偏 した器種構成である。甕のうち単純口縁のものが (1)(2)(4)(5)4点 と多数を

占め、複合口縁が退化 したものは建物 3の土坑内部から出土 した (7)のみである。出上位置がや

や離れるが、甑 (8)と 合わせて使用されたと考えられる。

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種 別

言十淑1イ直
① Eヨ Fとcm
② 号岳工覇cm
① TItFttcm

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎 土 備考

86--1

(53)

土坑26上方
黒褐色土

土師器
甕

②(66)
外面 :口縁横ナデ
内面 :口縁横ナデ

頸ナデ

表 :橙色
断 :浅黄橙色

密

(少量の石英、
黒雲母を合ユF

86-2
(53)

土坑26上方
黒褐色土

土師器
甕

短)(4,9)
面
面

外
内

横 ナ デ

口縁 、頚部横 ナデ
月同部ヘ ラ削 り

外

内
黄褐色
暗黄褐色

密
(少量の石英、
黒雲母を含む)

86-3
(53)

土坑26上方
黒褐色土

土師器
甑

②(55) 外面 :ナ デ
浅黄橙～

黄橙色

省

(空冨qξ蓉予.

86-4
傷2・ 53)

土坑26上方
黒褐色土

土師器
甕

①(23.2)

②(53)

外面 :横ナデ、ハケロ
内面 :ヘ ラ削り

浅黄橙～

黄橙色

や
機の石入黒雲鳳
金雲母、色粒を含む)

86-5
(53)

土坑2上面
土師器
甕

② (5.6)
浅黄橙～

黄橙色

マ マ 租

(響恋∫砂ヽ粒を
86--6
(53)

須恵器
邪身

①(11,7)

② (2.4)

面
面

外
内

回転ヘラ削り
回転ナデ

外

内
青灰色
黒色塗彩

(隅錦
86-7
(52)

土坑26

床面
土師器
甕

①(154)
② (9,8)

単純回縁
外面i横ナデか
内面:横ナデか、ヘラ削り

浅黄橙～

黄橙色

や妄
9鯵背尾盈砕粒

86-8
(53)

土坑26内

土坑
土師器

甑
②(3.5)

浅黄橙～

黄橙色

やや密

乾りぞ督愁伴を
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1 晴灰黄掲色土 (少量の焼土、炭、本炭を含む)

2 暗灰褐色土 (し まり悪い。微量の焼上、炭を含む)

3 灰黄褐色土

粘土

第87図 菅原Ⅲ遺跡
土坑27実測図 (S=1/30)

X=-73540

X〓 -73520

炭の分布

黒褐色上の分布

土坑27(第87図 )

土坑26の北辺の一部を切って掘られた焼土坑である。内部には

粘上が広がり、その下層では赤橙色の焼土が認められた。いずれ

も土坑の底面に密着せず、わずかに浮いた状態であることから、

粘土や焼上の部分は土坑の上方にあった構造物が崩落して土坑内

に堆積していたものと見られる。時期は不明である。上坑26を 切

っているので、土坑26よ りは新しい段階の遺構である。

X=-73540

X〓 -73520

9          .          10m

第88図 菅原Ⅲ遺跡調査後地形及び遺構配置図 4(S=1/300)
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最上層の遺構一一第 4段階 (第 88図 )

建物 3(第89図 )

建物 3は、土坑26と ほぼ同時期の遺構 (た だし消失)の埋土であったと推定される黒褐色土の上

に建てられている。 2間 × 5間の東西棟の掘立柱建物である。柱穴の多くが一辺50cmを こえる比較

的大きな方形あるいは長方形である。P4に残る柱痕から、径18cmの 柱が使用されていたことが判

明する。遺存状況が悪く、残っている柱穴の深 さはいずれも22cm以下であった。柱穴の埋土はいず

れも明るい灰黄褐色土であった。

総柱で、重量を支えることが可能な構造に加え、柱穴がいずれも方形で大規模であることから、

高床倉庫であったと推定される。この遺構に伴う遺物は出土 していない。

土坑 1(第90図 )

建物 3の南東方向 5mの位置で検出した土坑である。底面付近には、焼土や木炭を多量に含む土

が堆積しているので、火を使用したことは確実である。ただし、出土 した邦や皿には火を受けた痕

跡が認められなかったので、これらの遺物は土坑内で火を使用した後に埋納 されたのであるう。

遺物は、第88図 1・ 2と も底面付近に集中しており、ともに高台を上に向けた状態で出土 した。

3はやや上方から、底面を上に向けた状態で出土 した。火葬跡の可能性が考えられるが、骨片など

は出土していない。

出土遺物 (第90図 )

いずれも土師質土器で、高台のついた不 2点 (第 88図 1・ 2)と 、邪または皿の底部が 1点 出土

している。高台付 lINの きゃしゃな高台、「ハ」の字に開くlTh部 などの特徴は門生黒谷 Ⅱ遺跡SX01

(10世紀半ば)出土遺物と共通しており、土坑 1の遺物も10世紀頃に属すると思われる。

まとめ

菅原Ⅲ遺跡は山間の小さな谷に存在 しているが、今回の調査では27基あまりの土坑及び掘立柱建

物 3棟を検出した。土坑は調査区全体に存在 し、建物跡は谷頭の緩斜面に集中していた。土坑は径

2m前後のやや大型のものと径 lm～ 1.5mの 小型ものがあり、大型土坑は谷部、小型土坑は斜面か

ら主に見つかった。これらの上坑の中には、底に小ピットが存在 しているものや石鏃・縄文土器が

出土しているものがあることから、土坑 3.11.21,23等 は獣を捕るための落とし穴になるものと

考えられる。ただ、小型土坑の中には不整形な平面形を呈 し、比較的浅いものが多くあるが、これ

らは人工物でない可能性もある。

その他、焼土や炭化物が詰まっていたものや大型の方形を呈するものがあった。焼土を伴う土坑

1は、径0。 8mあ まりの円形を呈 した深 さ0.25mも ので、10世紀後半から■世紀にかけての上師器の

碗や郭が出土 し、土坑の壁面は焼けていた。ほぼ同時期で、これに類似するものが安来市大坪古墳

群から検出されており、この上坑は土師器を焼いた窯跡になる可能性がある。また、 6世紀後半の

須恵器や土師器が出上 した土坑26は、3.5m× 4mの方形を呈 し、中央が播鉢状に窪んでいる特異な

ものであった。

建物跡はいずれも掘立柱建物で、 2棟が総柱、 1棟が普通の建物である。建物跡 2は 9本柱の方

形を呈 した 2間× 2間の総柱建物で、その規模は3.2m× 4.Omを測る。この建物は、 6世紀後半の上

器を伴っていた土坑26が柱穴を切って造られていたので、それより古い時期になる。また、建物 1
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D53.50m
1'

D'

1 灰黄掲色土 (少 量の焼土、炭化物、黒褐色土を含む )

1'灰黄掲色土 (少 量の焼土、炭化物を含む )

1"灰黄褐色土 (少 量の焼土、炭化物を含む )

1"'灰責掲色土 (少量の焼上、炭化物、多量の黒掲色土

を含む )

2 暗灰黄色土

3 黒褐色土 (多量の焼上、炭化物を含む )

4 暗灰責掲色土 (多 量の黒褐色上を含む )

4'暗灰責褐色土 (少量の焼土、炭化物、浅黄色粘質土

ブロックを含む〉
5 黒掲色土 (少 量の焼上、炭化物を含む。下層の道構

(消失)の埋土)

ザ  ~ 0                  2m
4'

第89図 菅原Ⅲ遺跡建物 3実測図 (S=1/60)

第28表 菅原Ⅲ遺跡 建物 3計測表

柱間距離 (m)
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|

にぶい赤掲色 (し まり悪い。少

量の炭化物、多量の明赤褐色地

山土、木根を含む)

黒掲色土 (し まり悪い。多量の

木根、炭化物を含む)

晴掲色土 (し まり悪い。多量の

本根を含む)

暗灰掲色土 (少量の炭化物を含

む。SK01覆土 )

暗灰掲色土 (少量の上師質土器

片、多量の赤橙色焼土、青黒い

木炭片を含む。SK01覆土 )

B'

B'

0                  50cm

2

3

4

5

＼    毛中 m
第90図 菅原Ⅲ遺跡 土坑 1遺物出土状況及び出土遺物実測図 (遺構:S=1/15,遺 物S=1/3)

第29表 菅原Ⅲ遺跡 土坑 1出土土器観察表

挿図番号
(写真図版)

出土地点 種別

計測値
①口径 cm

②器高 cm

①低径 cm

形態の特徴 調整 。文様の特徴 色調 胎土 備考

90--1

(53)
底面付近

上師質土器
碗

Ｚ

・
５

・
２

①

②
③

高台は華奢。
体部はわずカ
に内湾。

回転ナデ ?

回転ナデ ?

面

面

外

内

明橙褐色
明橙褐色

外

内

密

(lШ前後の石芙地、赤褐也社、

金富母、黒宴Hlm片 を含む)

底部内面にわ

ずかにロクロ

痕が残る

90--2
(53)

底面付近
土師質土器

邦
②(3.2)

③6.6

高台は華奢。
体部は湾曲して
立ち上がる。

デ

一ア

ナ

ナ

面

面

外

内

外 :明責 褐色 ～

明橙褐色

内 :明黄褐 色 ～

明橙褐色
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は、建物跡 2の西南 5mあ まりの所に造られていると問× 2間の小型のもので、柱穴に詰まってい

た上が建物跡 2と 同じことから、同時期かそれに近い時期になる可能性がある。さらに、建物 3は

建物 1・ 2よ り上面で検出された 2間× 4間の総柱の建物で、古墳時代後期以降に築造されたもの

と思われる。

掘立柱建物は弥生時代から出現 しているが、それらは竪穴住居跡とセットで検出されることが多

いいことから菅原Ⅲ遺跡の建物跡 1・ 2は、古墳時代前期から中期に築造されたものと考えられ、

倉庫的なものと推測される。しかし、菅原Ⅲ遺跡のように山間の谷部に単独で造られた例がほとん

ど知られていないので、このような場所に倉庫的な建物をなぜ建てたのか明らかでない。ただ、こ

の時期には、出雲平野部から山裾や山問部に集落が移るとともに住居跡が竪穴住居から掘立柱建物

に変わっていくことが知られており、それらと関連 しているものと推測される。ともあれ、この間

題については、今後、類例の増加を待って再検討することが必要と思われる。

註

(1)一つの落とし穴群の中で、底面に小ピットを持つ落とし穴と持たない落とし穴がともに見られる場合が

ある (島根県教育委員会『福富 I遺跡・屋形1号墳』1997年 )

(2)榊原重高「柱穴の調査方法を考える」(東北中世考古学会編『掘立と竪穴』高志書院、2001年 )

(3)岩橋孝典「山陰地域の古墳時代後期～奈良時代の炊飯具について (2)」 (F古代文化研究』12、 2004年 )。

(4)島根県教育委員会『門生黒谷I遺跡・門生黒谷Ⅱ遺跡・門生黒谷Ⅲ遺跡』1998年

(5)島根県教育委員会『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』1 1976年
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4.出雲市神門地区の調査

第 1章 遺跡の位置及び周辺の遺跡

出雲市神門地区の本書掲載遺跡は廻田V遺跡、保知石遺跡、浅柄 Ⅱ遺跡、柳ノ内 I遺跡の 4ヶ 所

で、これらの遺跡は出雲平野南部の低丘陵地帯に存在 している。ここはJR西出雲駅の南方にあたり、

出雲平野に向かって流れている保知石川の東側に廻田V遺跡、保知石遺跡があり、西側の丘陵地に

浅柄 Ⅱ遺跡、421ノ 内 I遺跡が存在 している。調査は、平成14年 8月 27日 ～10月 29日 にかけて廻田V

遺跡を行い、他の遺跡は譲年の 8月 19日 ～平成16年 2月 13日 にかけて調査員 2人、補助員 1人の体

制で実施 した。その結果、保地石遺跡から縄文時代晩期・弥生時代前期の遺物が出土するとともに

浅柄 Ⅱ遺跡では前期古墳が見つかるなど注目されるものが検出された。

保知石遺跡の北側約600mの ところに存在 している浅柄遺跡からは縄文時代後期末から弥生時代

前期にかけての遺物、遺構が検出されているが、出土遺物の量が少なく規模が小 さい。出雲平野南

側の他地域では、斐伊川方水路の建設予定地の三田谷 I遺跡や湖陵町の御領田遺跡、斐川町の後谷

遺跡等では多量の遺物や住居跡が見つかっている。この時期は出雲平野南部の端の谷状の地形のと

ころに縄文農耕から稲作を行った集落が点在 していたものと思われ、その一つが保知石遺跡になる

ことが今回の調査で明らかになった。弥生時代中期になると古志本郷遺跡のように本格的な集落が

出現 してくる。この遺跡は弥生時代中期から古墳時代前期の環濠を持つ集落で、朝鮮半島、北部九

州、近畿地方の上器や中国大陸で作 られた銅鏃など他地域との交流を示す遺物が多く見つかってい

る。また、清を持つ遺跡は隣接する田畑遺跡、下古志遺跡からも検出されており、当時かなりの人

がこの周辺に住んでいたものと思われる。古墳時代前期後半になると巨大な集落は姿を消 し、古志

本郷遺跡の南側に小規模な集落が出現する。浅柄遺跡は古墳時代前期後半から中期にかけての住居

跡が見つかっており、浅柄 Ⅱ遺跡の前期古墳との関係が問題となる遺跡である。また、前期古墳は

神西湖の東側の丘陵に筒形銅器が出土 した山地古墳があり、中期には標高100mの 山頂に造 られて

いる前方後円墳の北光寺古墳がある。また、中期前後のものと考えられている箱式石棺が浅柄 Ⅱ遺

跡と同じ丘陵の北側から発見されている。古墳時代後期になると出雲平野でもいち早 く横穴墓が出

現するとともに、妙蓮寺山古墳のように前方後円墳で、観音開きの閉塞石を持つ横穴式石室を主体

部した古墳や、石室の構造が朝鮮半島との関わりがある放れ山古墳、さらに線刻による壁画が描か

れている深田横穴墓群等、出雲平野の中でも特色を持った古墳が存在 している。このようにこの地

域は古墳時代前期から後期にわたって絶え間なく古填が築かれているとともに、朝鮮半島との関連

を示唆するような古墳が築かれていることは興味深い。奈良時代になると、このあたりは神門邪の

古志郷になるが、古志本郷遺跡で神門郡家の建物跡が検出されている他、出雲国風土記に記載され

ている宇加池と推定されているところがあり、神門那の中心地であったものと思われる。

参考文献 島根県教育庁埋蔵文化財調査センター F斐伊川放水路 発掘物語」総集編 2003.3

出雲市荻育委員会 F西出雲駅南土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 浅柄遺跡』2000,3

出雲市教育委員会 F市道浅柄古志線歩道設置に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 田畑遺跡』2000.3

出雲市教育委員会 F山地古墳発掘調査報告書J1986.3

河上稔・西尾克己「宇賀池について」F風土記論叢』第二号 1986
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第91図 廻田V遺跡・保知石遺跡 。浅柄 I遺跡・柳ノ内 I遺跡とその周辺の遺跡 (S=1/75,000)

第30表 廻田V遺跡・保知石遺跡・浅柄 Ⅱ遺跡 。柳ノ内 I遺跡とその周辺の遺跡一覧表
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第 2章 調査の概要

第 1節 廻田V遺跡

この遺跡は出雲市芦渡町廻田2376-4番地他に所在する。ここはJR西出雲駅の南方約 1にmに あた

り、小 さな谷の谷頭に位置する。谷の中ほどには東西を走る大型農道が横ぎり、農道のすぐ北狽1に

は線刻壁画で有名な深田横穴墓群が存在 している。谷は農道の南側で枝分かれしているが、この遺

跡は西側の谷を上がったところにある。 トレンチ調査で30数本発掘 した結果、谷の最も奥部から須

第92図  廻田V遺跡 周辺地形図 (S=1/1,000)

第93図  廻田V遺跡 調査前地形図 (S=1/200)
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